
菊文館 菊池市文化会館
菊中公
菊公図

菊池市中央公民館
菊池中央公民館図書室

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
健相室 健康相談室
菊多Ｇ 菊池公園多目的グラウンド
七支所 七城総合支所

七多セ 七城多目的研修センター
七　公
七公図

七城公民館
七城公民館図書室

七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志総合支所
旭多セ 旭志多目的研修センター
旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公

旭公図

旭志公民館

旭志公民館図書室
泗支所 泗水総合支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

泗福セ 泗水地域福祉センター
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秋
は
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
取

材
し
ま
し
た
。
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
剣

道
大
会
で
は
、
選
手
の
皆
さ
ん
の
気

迫
と
鋭
い
剣
さ
ば
き
に
た
だ
た
だ
驚

く
ば
か
り
。
一
瞬
で
勝
敗
が
決
ま
る

試
合
に
興
奮
し
な
が
ら
、
と
に
か
く

必
死
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。

▼
菊
池
国
際
交
流
映
画
祭
で
は
、
初

め
て
韓
流
ス
タ
ー
を
撮
影
。
旺
盛
な

フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
気
配
り
に
感
心

し
、
終
わ
っ
た
こ
ろ
に
は
す
っ
か
り

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
▼
各

地
域
で
秋
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
が
、
雨
の
日
が
多
か
っ
た
な
〜
と

感
じ
ま
す
。
取
材
中
、「
風
邪
ひ
か

な
い
よ
う
に
ね
」
と
の
優
し
い
言
葉

や
、「
カ
メ
ラ
は
ぬ
ら
さ
な
い
よ
う

に
ね
」
な
ど
温
か
い
（
？
）
言
葉
を

か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
！

▼
最
後
に
、
何
日
も
徹
夜
し
た
り
ず

ぶ
ぬ
れ
に
な
っ
た
り
し
て
頑
張
っ
た

ス
タ
ッ
フ
や
参
加
者
の
皆
さ
ん
、
本

当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！
　
野
中株式会社西川印刷

（再生紙使用）

編
集
後
記

七多セ七多セ七多セ
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12月
行事予定

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

１ ２ ３
６・７カ月児健診　
13:30 ～14:00
（受付）　旭憩家

３・４カ月児健診
13:10 ～13:30
（受付）　西部セ
農地相談
13:00 ～17:00
七支所

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
第６回菊池市まち
づくり人権フェス
ティバル　
9:00 ～　菊文館

健康相談　
9:30 ～10:30
（受付）　泗支所
アットホーム
「マタニティ」
（母親学級）　
13:15 ～13:30
（受付）　菊中公

３・４カ月児健診　
13:30 ～14:00
（受付）　七多セ　
農地相談
9:00 ～12:00
13:00 ～16:00
農業委員会

弁護士相談　
9:00 ～12:00
（要予約）
行政相談 
10:00 ～12:00　
旭　公
すくすくクラブ
（クリスマスカード
作り）
10:30 ～　児童セ

１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30
（受付）　泗支所

１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30
（受付）　菊文館

きくちおはなしの
もりおはなしかい
10:30 ～　菊公図
しすいっ子童話会
のおはなし会　
14:00 ～　泗　図
第2回図書館バス
ツアー
13:00 ～　泗　図

11 12 13 14 15 16 17
育児相談　
9:30 ～10:30
（受付）　西部セ
健康相談　
9:30 ～10:30
（受付）　菊中公

育児教室　
9:30 ～10:00
（受付）　西部セ
社会保険
出張相談所開設
（要予約）　
10:00 ～15:00　
菊中公

６・７カ月児健診　
13:30 ～14:00
（受付）　泗支所

３歳児健診　
13:10 ～13:30
（受付）　菊文館
男女共同参画専門
委員相談　
13:30 ～16:30　
菊中公

おたのしみかい　
10:30 ～　菊公図
古典を楽しむ会　
14:00 ～　泗　図

18 19 20 21 22 23 24
おたのしみ会　
14:00 ～　泗　図

健康相談　
9:30 ～10:30
（受付）　七多セ
健康相談　
9:30 ～10:30
（受付）　旭支所
納税相談夜間窓口
開設
（～12/22まで）　
～20:00　徴税課

弁護士相談　
9:00 ～12:00
（要予約）
行政相談 
10:00 ～12:00 
菊中公
２歳児歯科健診　
13:10 ～13:40
（受付）　菊文館
認知症サポーター
養成講座　
14:00 ～　
菊池市福祉会館

３歳児健診　
13:30 ～14:00
（受付）　七多セ

すくすく
クラブ交流会
（座まりあの
人形劇）
10:30 ～　児童セ

第10回きくちの
灯り万華灯　
17:00 ～　菊多Ｇ

25 26 27 28 29 30 31
軽トラ朝市　
７:30 ～11:30　
迎町・中央通り・
立町

プラパン作り
（小学生）
14:00 ～15:00
児童セ

プラパン作り
（小学生）
14:00 ～15:00
児童セ

市役所仕事納め
消防団夜間年末警
戒（巡視）

消防団夜間年末警
戒

消防団夜間年末警
戒

１/１ １/２ １/３ １/４ １/５ １/６ １/７
第40回旭志
元旦マラソン大会
9:30 ～10:00
（受付）　旭支所

市役所仕事始め 子ども囲碁・
将棋大会
9:00 ～　旭　公　

新庁舎建設の方針を表明

フォトリポート
ねんりんピック2011熊本剣道交流大会
第８回菊池国際交流映画祭
菊池秋まつり／菊人形・菊まつり
七城ふるさとコスモスまつり／泗水秋まつり

News Flash

Pick Up
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Contents～今月号の掲載項目～

今 月 の 表 紙
　菊池秋まつりは10月13
日（木）～15日（土）の３日
間、菊池市民広場をメイン
会場に開催されました。表
紙は15日に行われた通し
物の一こま。参加者は雨で
びしょぬれになりながらも、
明るい笑顔で楽しそうに
踊っていました。詳しくは
８ページをご覧ください。

10月末の人の動き

（対前月比）　
　人口：51,254人　　　　（▲18）
　男性：24,629人　　　　（▲14）
　女性：26,625人　　　　　（▲4）
　世帯：18,058世帯　   （8）

スティールギターの名手

信
の ぶ お か

岡 良
よ し ひ こ

彦さん（69歳）
「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している
人、伝統を受け継いでいる人
など、菊池で頑張っている人
を募集します。本市在住であ
れば、自薦・他薦は問いませ
ん。詳しくは市長公室まで問
い合わせてください。
問い合わせ先
　市長公室広報広聴係
　☎0968（25）7200

　「スティールギターを知らない人にたくさん聞いてほしい」と語る信岡さ
ん。スティールギターの魅力は、その独特の音色にあるそうです。ハワイ
アンをメインで演奏されますが、数多くのレパートリーにはジャズから歌
謡曲までいろんなジャンルの曲が含まれます。また信岡さんは、ウクレレ
やスティールギター教室も開催されており、その生徒は小学生から自分よ
り年上の人までいるとのこと。さらにフルート、ベースやキーボードまでこ
なすマルチプレイヤーです。「昔、楽器を触っていた人がたくさんいると思
うんです。そんな人にも、もう一度音楽を始めてほしいですね」と語る信岡
さんは、エネルギー溢れる現役バリバリのミュージシャンです。
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爽
や
か
な
衣
装
で
軽
や
か
に
ス
テ
ィ
ー
ル

ギ
タ
ー
を
奏
で
る
の
は
、
隈
府
在
住
の
信
岡

良
彦
さ
ん
。
プ
ロ
暦
50
年
以
上
の
キ
ャ
リ
ア

を
持
つ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
す
。

　

大
学
２
年
生
の
と
き
に
バ
ン
ド
サ
ー
ク
ル

へ
応
募
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
音
楽

の
道
へ
進
み
ま
し
た
。
「
ジ
ャ
ズ
が
大
好
き

だ
っ
た
の
で
、
最
初
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
希

望
し
た
ん
で
す
。
で
も
渡
さ
れ
た
楽
器
は
ウ

ク
レ
レ
で
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

そ
の
後
ど
ん
ど
ん
バ
ン
ド
に
の
め
り
こ
ん
で

い
き
、
プ
ロ
転
向
を
決
意
。
東
京
や
北
九
州

で
音
楽
活
動
を
続
け
ま
し
た
。

　

昭
和
52
年
に
本
市
へ
帰
郷
。
現
在
も
飲
食

店
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

く
な
ど
、
市
内
外
で
積
極
的
に
音
楽
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
か
ら
、
盲
導

犬
の
育
成
に
役
立
て
た
い
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
も
始
め
ま
し
た
。
「
音
楽
仲
間

の
一
人
が
盲
導
犬
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
を
知
り
、
自
分
に
も
何
か
社
会
に
貢

献
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
始
め
ま

し
た
」
と
信
岡
さ
ん
。
さ
ら
に
、
「
こ
の
活

動
は
私
一
人
で
は
な
く
、
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
全
員
が
社
会
に
貢
献
で
き
る
活

動
で
す
。
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
」
と
思

い
を
語
り
ま
す
。

　

「
演
奏
し
て
い
て
つ
ら
い
と
思
っ
た
こ
と

は
一
度
も
な
い
」
と
話
す
ほ
ど
、
ス
テ
ィ
ー

ル
ギ
タ
ー
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
信
岡
さ
ん
。

今
後
の
目
標
は
、
「
後
継
者
を
育
て
る
こ
と
。

そ
し
て
、
生
き
て
い
る
限
り
演
奏
を
続
け
た

い
で
す
ね
」
。
ス
テ
ィ
ー
ル
ギ
タ
ー
の
軽
や

か
な
調
べ
が
、
今
日
も
菊
池
の
ま
ち
に
響
き

わ
た
り
ま
す
。

菊池人
信
の ぶ お か

岡良
よ し ひ こ

彦さん
新庁舎建設の方針を表明
フォトリポート
ねんりんピック2011熊本剣道交流大会
第８回菊池国際交流映画祭
菊池秋まつり／菊人形・菊まつり
七城ふるさとコスモスまつり／泗水秋まつり

TOPICS
かんたん！らくちん！魔法の介護術／第２回古代山城サミット山
鹿・菊池大会　鞠智城国営公園化推進キャンペーン2011「鞠智
城の日」／天まで届け！大地に響け！北合志保育園やまびこ太鼓
／菊池市民菊池体育祭／菊池市民泗水体育祭／「ピュアスプリン
グ」が登録大会を完全制覇しました！／中学生認知症サポーター
が熊本県知事表彰／「廣田蒲鉾店」が厚生労働大臣賞を受賞 ほか

国民年金情報

健康だより
乾燥しがちな季節のスキンケア
歯ッピーキッズ／12月のモシモシ健康情報

文芸きくち

図書だより

シリーズ菊池遺産
人権同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り菊池グリーンツーリズム
はい！こちら菊池市消費生活センターです！

情報つぅ                                                            Ｐ24
お知らせ　　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　
浄化槽をご利用の皆さんへ／里親制度／介護予防ミニ講座／林業
退職金共済制度（林退共）／12月の「税」納期限／公共事業入札
の公表／金融広報アドバイザー（講師）を派遣します／乳幼児健
診の日程変更

申請／相談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ26
菊池市ジュニアスポーツ育成ゆうり基金補助金交付制度／こころ
の相談／納税相談夜間窓口を開設します／多重債務無料相談会／
多重債務者生活再生を支援します／農地相談を実施します

募集／市民の広場／講演・講習　　　　　　　　　　Ｐ27
菊池市健康づくり教室「いきいき養生塾」第4期生参加者募集／放
送大学4月生募集／友好都市・岩手県遠野市への市民交流団員募集
／市営中町団地（特公賃）入居者募集！／カウンセリングROOM
／第40回旭志元旦マラソン大会参加者大募集／自衛官募集／第20
回子ども囲碁・将棋大会参加者募集／菊池市排水処理施設運営協
議会委員を募集します／認知症サポーター養成講座

イベント　他　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ30
第10回きくちの灯り万華灯／休日在宅当番医／ハッピー・バース
デー
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新
庁
舎
建
設
の
方
針
を
表
明

「
新
庁
舎
は
建
設
せ
ず
、

現
本
庁
舎
の
増
改
築
工
事
を
基
本
に
」

　

去
る
８
月
31
日
の
第
３
回
議
会
定
例

会
開
会
日
の
冒
頭
で
、
新
庁
舎
建
設
の

凍
結
解
除
表
明
後
、
早
速
市
民
の
皆
さ

ま
の
意
見
を
聞
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
各
地
区
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
地

域
審
議
会
へ
の
経
過
説
明
と
意
見
聴
取

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
区

長
協
議
会
の
役
員
さ
ん
や
会
員
の
皆
さ

ま
に
も
説
明
を
申
し
上
げ
、
意
見
を

伺
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
対
し
ま
し
て

は
、
広
報
き
く
ち
「
10
月
号
」
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
知
ら
せ
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
を

踏
ま
え
、
多
く
の
意
見
を
伺
っ
た
中
か

ら
最
終
的
に
３
つ
の
案
を
10
月
21
日
開

催
の
第
６
回
庁
舎
等
検
討
特
別
委
員
会

に
お
き
ま
し
て
提
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

で
の
用
地
取
得
が
遅
れ
る
状
況
で
あ

る
こ
と
。

④ 

厳
し
い
と
予
測
さ
れ
て
い
た
財
政
状

況
の
中
で
も
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
、

安
心
を
確
保
す
る
学
校
の
耐
震
化
や

市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
道
路
な
ど

の
整
備
を
優
先
し
て
実
施
す
る
必
要

が
あ
っ
た
こ
と
。

⑤ 

更
に
新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
議
会
や
市
民
の
皆
さ
ま
の

間
に
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
が
あ
り
、

慎
重
に
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
く
必

要
性
が
あ
っ
た
こ
と
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
合
併
協

議
で
確
認
さ
れ
た
事
項
を
尊
重
し
、
財

政
の
健
全
化
に
努
め
、
地
域
の
活
性
化

と
市
民
の
皆
さ
ま
の
合
意
形
成
を
図
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
時
間
を
か
け
な
が

ら
、
庁
舎
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
最

善
の
方
策
で
あ
る
と
考
え
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

一
時
凍
結
の
間
、
財
政
の
安
定
化
を

図
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
、
歳

出
面
に
お
き
ま
し
て
は
、

① 

組
織
機
構
の
見
直
し
に
よ
る
人
件
費

の
抑
制
・
削
減

② 

事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
事
業
・

補
助
金
な
ど
の
整
理
・
統
合

③ 

公
共
施
設
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の

並
び
に
支
所
の
耐
震
工
事
や
改
修
工

事
を
行
う
。

案 

２　

本
庁
舎
の
耐
震
工
事
に
併
せ
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
、ト
イ
レ
改
修
に
加

え
、外
壁
、屋
根
、サ
ッ
シ
、内
部
改
修

な
ど
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
う
。ま

た
、
構
造
耐
震
指
標（
Ｉ
Ｓ
）に
よ
る

緊
急
度
ラ
ン
ク
の
高
い
第
２
庁
舎（
緊

急
度
ラ
ン
ク
３
）、第
３
庁
舎（
中
央

公
民
館
含
む
）（
緊
急
度
ラ
ン
ク
４
）お

よ
び
第
４
庁
舎
を
統
合
し
、職
員
配
置

を
考
慮
し
不
足
す
る
面
積
を
増
築
す

る
。
並
び
に
支
所
の
耐
震
工
事
や
改

修
工
事
を
行
う
。

案 

３　

新
た
な
候
補
地
を
選
定
し
、
新

築
す
る
。
並
び
に
支
所
の
耐
震
工
事

や
改
修
工
事
を
行
う
。

　

こ
の
案
の
中
か
ら
検
討
し
た
結
果
、

案
１
は
、
緊
急
な
課
題
で
あ
り
ま
す
本

庁
舎
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
、
現

在
の
方
式
を
維
持
す
る
も
の
で
、
合
併

の
目
的
で
あ
り
ま
す
本
庁
方
式
に
よ
る

経
費
の
節
減
と
事
務
の
効
率
化
に
つ
な

が
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

案
２
は
、
本
庁
舎
の
耐
震
補
強
工
事

を
生
か
し
な
が
ら
、
施
設
の
集
約
を
図

り
、
本
庁
方
式
に
対
応
で
き
る
整
備
方

法
で
あ
り
、
総
事
業
費
を
抑
え
、
財
政

負
担
が
少
な
く
て
済
む
方
法
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

議
員
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
お
聞
き

し
た
次
第
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
私
の
考
え
方
は
、

① 

合
併
協
議
会
で
の
確
認
事
項
は
、
合

併
（
配
置
分
合
）
を
行
う
た
め
に
旧

４
市
町
村
の
議
会
に
お
い
て
議
決
す

る
た
め
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

② 

当
時
、
国
の
地
方
に
対
す
る
支
援
策

な
ど
は
大
変
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
な
か
で
、
本
市
は
国
・
県
か
ら

の
依
存
財
源
で
運
営
し
て
お
り
、
今

後
の
国
の
経
済
動
向
や
政
府
方
針
の

見
通
し
が
つ
か
め
な
い
状
況
下
で
は
、

し
ば
ら
く
は
見
極
め
る
必
要
が
あ
り
、

一
時
凍
結
を
決
断
し
た
こ
と
。

③ 

建
設
予
定
地
で
あ
っ
た
花
房
中
部
２

期
地
区
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
地
内

導
入
に
よ
る
経
費
節
減
や
職
員
数
を

５
年
間
で
48
人
削
減
す
る
計
画
に
対

し
、
前
倒
し
に
よ
り
91
人
を
削
減
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
緊
急
性
、
必
要
性
、
均
衡
性

を
勘
案
し
、
新
市
建
設
計
画
の
事
業
見

直
し
に
よ
り
、
約
20
％
の
削
減
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
平
成
19
年
度
か
ら
は
、
市
財
政

の
収
支
状
況
を
確
実
に
把
握
し
な
が
ら
、

新
庁
舎
建
設
の
た
め
の
基
金
積
立
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
年
３
月
の
東
日
本
大
震

災
や
最
近
の
本
市
で
多
発
し
て
お
り

ま
す
地
震
の
時
、
市
民
の
皆
さ
ま
も
危

険
や
恐
怖
を
感
じ
ら
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
防
災
・
災
害
時
の
活
動
拠
点

と
し
て
の
庁
舎
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、

現
本
庁
舎
の
耐
震
補
強
は
、
耐
震
診
断

の
結
果
か
ら
も
早
急
に
実
施
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、庁
舎
な
ど
の
整
備

に
伴
う
将
来
の
財
政
負
担
や
花
房
中
部

２
期
地
区
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
に
よ

る
用
地
取
得
の
見
通
し
を
推
察
し
、
総

合
的
に
判
断
す
る
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
前
回
の

庁
舎
等
検
討
特
別
委
員
会
で
次
の
３
案

を
提
示
し
ま
し
た
。

案 

１　

本
庁
舎
の
耐
震
工
事
と
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
・
ト
イ
レ
改
修
工
事

　

案
３
に
つ
い
て
は
、
現
在
推
進
中
の

花
房
中
部
２
期
地
区
畑
地
帯
総
合
整
備

事
業
地
内
に
公
共
用
地
と
し
て
約
７
．３

ha
を
取
得
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、新
た

な
用
地
を
購
入
し
て
の
建
設
は
、市
民
の

皆
さ
ま
の
理
解
が
得
ら
れ
る
の
か
。
ま

た
、建
設
す
る
場
所
に
も
よ
り
ま
す
が
、

上
・
下
水
道
、ア
ク
セ
ス
道
路
、
排
水
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
含
め
た
総
事
業

費
を
考
慮
し
た
場
合
、３
案
の
中
で
は
、

後
年
度
の
財
政
負
担
が
一
番
多
く
な
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
理
由
で
３
つ
の
案
の

中
か
ら
、多
く
の
議
員
の
皆
さ
ま
か
ら
も

賛
成
の
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し
た
、案
２
の

本
庁
舎
の
耐
震
並
び
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
に
併
せ
、分
散
し
て
い
る
第
２
庁
舎
、

第
３
庁
舎
（
中
央
公
民
館
含
む
）
お
よ

び
第
４
庁
舎
を
統
合
し
、本
庁
方
式
と
し

た
時
の
職
員
配
置
を
考
慮
し
、不
足
す
る

面
積
を
増
築
す
る
方
向
で
進
め
る
こ
と

と
致
し
ま
し
た
。

　

以
上
が
、庁
舎
な
ど
の
建
設
・
整
備
に

関
し
ま
し
て
の
私
の
判
断
で
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

菊
池
市
長

11
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
第
７
回
議
会
庁
舎
等
検
討
特
別
委
員
会
で
、

市
長
が
新
庁
舎
建
設
の
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。
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1_ 来日したゲストの３人。左からシン・ヒョンジュン
さん、チョン・テウォン監督、タク・ジェフンさん／ 
2_ 初日に行われた永

ながまつ
松茂

しげひさ
久さんの講演会には県外から

も多くのファンが訪れ、大ホールはほぼ満席になった
／ 3_ ゲストも参加した抽選会／ 4_ 観客と触れ合う
シン・ヒョンジュンさん／ 5_ タク・ジェフンさんの
生歌披露／ 6_ ダンスコンテストで優勝したコリアン
カンパニーの皆さん／ 7_ 整理券を求める来場者で行
列ができた

ねんりんピック2
ふ れ 愛

011熊本
剣道交流大会

第８回菊池国際交流映画祭

　

第
24
回
全
国
健
康
福
祉
祭
く
ま
も
と
大

会
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
１
熊
本
剣
道

交
流
大
会
は
10
月
16
日（
日
）・
17
日（
月
）

の
両
日
、
菊
池
市
総
合
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
全
国
各
地
か
ら
66
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
気
迫
の
こ
も
っ
た
団
体
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
、
地
元
熊
本
県
Ａ
・
Ｂ
同
士

の
戦
い
と
な
り
、
代
表
戦
ま
で
も
つ
れ
込

む
緊
迫
し
た
試
合
と
な
り
ま
し
た
。
延
長

の
末
、
熊
本
県
Ｂ
チ
ー
ム
が
優
勝
。
大

将
を
務
め
た
菊
池
市
の
菊き

く
ち池
弘ひ
ろ
の
り德
選
手
は
、

「
地
元
開
催
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中

で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
安
堵
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

稽
古
を
続
け
、
健
康
増
進
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
健
康
教
室
や
ミ
ニ
観
光
ツ

ア
ー
な
ど
も
開
催
。
隣
接
し
た
特
設
テ
ン

ト
で
は
、
地
元
特
産
品
の
販
売
や
、
市
食

生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
（
青あ

お
き木
満み
つ
る

会

長
）
に
よ
る
豚
汁
な
ど
が
無
料
で
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　

第
８
回
菊
池
国
際
交
流
映
画
祭
は
10
月
22

日（
土
）・
23
日（
日
）の
２
日
間
、
菊
池
市
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
「
家
門
の
栄
光
４
」

な
ど
３
作
品
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
本
映
画

祭
は
市
民
有
志
で
つ
く
る
菊
池
国
際
交
流
映

画
祭
実
行
委
員
会
（
中
原
源
士
郎
実
行
委
員

長
）
が
主
催
。
今
回
は
初
め
て
海
外
か
ら
ゲ

ス
ト
を
招
待
し
、
23
日
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に

は
、
朝
５
時
か
ら
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
盛

り
上
が
り
で
、２
日
間
で
延
べ
２
、０
０
０
人

以
上
が
来
場
。
過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
の
チ
ョ
ン
・
テ
ウ
ォ
ン
監
督
は
、

「
東
日
本
大
震
災
後
、
海
外
か
ら
日
本
へ
の

観
光
客
が
激
減
し
た
と
聞
き
、
九
州
で
映
画

の
ロ
ケ
を
す
る
こ
と
で
日
本
が
安
全
で
あ
る

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。

熊
本
に
滞
在
中
、
中
原
実
行
委
員
長
に
菊
池

に
来
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
た
の
で
、
そ
の

約
束
を
守
る
た
め
に
来
ま
し
た
」
と
語
る
と
、

観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
映
画
の
裏
話
や
タ

ク
・
ジ
ェ
フ
ン
さ
ん
に
よ
る
生
歌
の
披
露
な

ど
が
あ
り
、
旺
盛
な
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
観

客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

①

②

③

④ ⑤ ⑥

⑦

1_ 特設テントでは豚汁などが振る舞われ、たくさんの
来場者でにぎわった／ 2_ 選手宣誓を行う菊池選手／ 
3_ 菊池女子高等学校郷土芸能部による演舞が披露され
た／ 4_ 入場行進のプラカード持ちなど、大会では地
元の高校生がボランティアとして参加／ 5_ 優勝した
熊本県 B チーム／ 6_ 関連イベントの地域文化伝承館
に出演した菊池市老人クラブ連合会菊池支部社交ダン
スクラブの皆さん。その他本市からは３団体が出演し
た／ 7_ 試合会場では、白熱した試合が繰り広げられ
た

①

②

③ ④

⑤

⑥

⑦
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　菊池秋まつりは10月13日（木）～15日（土）の３日間、菊
池市民広場をメイン会場に開催されました。13日には御
所通りの能場で、国指定重要無形民俗文化財「菊池の松囃
子」が奉納されました。15日午後には、地元の区や各団体
が参加した通し物が行われ、17団体約1,100人が参加。
菊池一族24代武者による掛け声と共に、菊池北中学校と
菊池南中学校の吹奏楽部の演奏に合わせて菊池市民広
場を出発しました。あいにくの雨模様となりましたが、みこ
し、踊り、獅子舞、菊池女子高校の千本槍や武者行列など
さまざまなパフォーマンスが披露され、沿道からは拍手と
歓声が起こりました。　

　七城ふるさとコスモスまつりコスモスウオークは10月
29日（土）、七城総合グラウンド・菊池川河川敷七城温泉
ドーム周辺で開催されました。当日は雨にもかかわらず県
内外から約1,000人が参加。河川敷に咲くコスモスを眺
めながら散策しました。また、ＪＡ菊池七城収穫感謝祭も同
日開催され、新米や地元新鮮野菜の販売などがありまし
た。第2部のステージイベントでは、ダンス、ライブや熊本
県出身の漫才コンビ「もっこすファイヤー」による漫才があ
り、会場は笑いに包まれました。

菊池秋まつり

菊人形・菊まつり泗水秋まつり

七城ふるさと
コスモスまつり

1,2,3_ たくさんの
人が参加したコス
モスウオーク／ 
4_ チアリーディ
ング「ドリームス」
と地元青年部のダ
ンス／ 5_ 熊本県
出身・立

たちばな
花綾

あ や か
香さ

んのライブ／ 6_ 
漫才コンビ「もっ
こすファイヤー」
／ 7_ メインイベ
ントの花火

1,3_ メインイベン
トの「祭孔大典」
／ 2,5_ ダンスコ
ンテスト／ 4_ 孔
子公園書道展入選
者の皆さん／ 6_ 
大人気の「くまモ
ン」が登場／ 7_ 
熊本県出身歌手Ｍ
ＩＣＡさんのライ
ブ／ 8_ 総合司会
は「ＫアンドＫ」
の２人が行った

1,2,3,6_菊人形や
色とりどりの作品
が展示された／
4,5_ 大勢の来場者
でにぎわう会場。
最終日には展示品
の即売会が開催さ
れた

1,3,4,5,6,9_ 各 団
体がさまざまな衣
装や踊りで商店街
をにぎわせた／ 2_ 
菊池一族に扮した
参加者／ 7,8_ 人
力車も商店街を駆
け回った

　菊人形・菊まつりは11月１日（火）～15日（火）、菊池市民
広場で開催されました。会場には南北朝時代に菊池一族
が奮戦した「太刀洗いの場」や「袖ケ浦の訣別」などの名場
面を菊人形で再現。菊花同好会（髙

た か き

木秋
しゅうせい

成会長）の皆さん
が、一年間かけて一つ一つ大切に育てられた色とりどりの
大輪菊の鉢植えや、盆栽菊・小菊・懸崖など約3,000点が
展示され、大勢の来場者でにぎわいました。雨の日が続き
ましたが、五重の塔や菊人形も見事に咲き誇り、訪れた人
たちは美しい菊の花を興味深く眺めていました。

　泗水秋まつりは11月３日（木・祝）、孔子公園で開催され、
しすいコスモスマラソン大会・孔子まつり・農業まつりも同
時に開催されました。マラソン大会には市内外から約480
人が参加。合志川沿いに咲くたくさんのコスモスに見守ら
れ、健脚を競いました。午後からは、「祭孔大典」の曲を編曲
した課題曲でのダンスコンテストを開催。メインイベントの
「祭孔大典」では、華麗な衣装を身にまとった「舞

まいせい

生」の踊
りや、中国古来の楽器を奏でる「楽

がくせい

生」の演奏を泗水中学
校生徒42人が披露し、来場者を魅了しました。そのほか、
会場では地元農畜産物の販売やフォトコンテストなどが行
われ、にぎわいを見せました。

①①

③

④

①

③

④⑥⑧

⑤⑦

②

⑥⑦

⑤

② ② ③

④

①

②

④ ⑤ ⑥

③

⑤

⑥ ⑦

⑧

⑨
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「鞠智城の日」は大勢の来場者でにぎわいました

９/20
（火）

9/27
（火）

古武術介護法を学ぶ参加者の皆さん

菊池雲上太鼓

米粉料理を作る参加者の皆さん

　古武術介護講習会は西部市民センターで開催さ
れ、30人を超える人が参加しました。古武術介護
とは、古武術の体の使い方を応用した、体に負担を
かけない介護技術です。古武術家3人を講師に招き、
独特の手法で「上体起こし」、「添え立ち」、「抱え上
げ」、「ベッドから車椅子間の移乗」などを学びまし
た。参加者からは「こんなに簡単にできるなんて」
と感動の声があがりました。来年 3月まで、毎月
1回、西部市民センターで開催されています。

　米粉料理教室は菊池市中央公民館で開催され、き
くち観光物産館の加工グループの人を中心に地域の
皆さんが参加しました。米粉の特徴の学習後、新し
い米粉の調理方法について、フライパンでできる米
粉を用いた唐揚げ・シチュー・ホットケーキを作り
ました。参加者の皆さんは改めて米粉への興味を深
め、出来上がった料理にも大変満足し、「ぜひまた
米粉料理教室を開いてほしいです」と話され、盛会
のなか終了しました。

　第2回古代山城サミット山鹿・菊池大会は10月
7日（金）・8日（土）に開催され、本市と山鹿市
のほか20 の自治体が参加しました。7日は菊池市
文化会館を会場にメインとなる自治体首長会議が開
催され、古代山城を活用したまちづくりや学習への
取り組みについて活発な意見が交わされました。
　8日は山鹿市の八千代座に会場を移し、東京大学
大学院日本史学研究室の佐藤教授をはじめ数名によ
る「古代山城の保存と活用をめざして」をテーマに
したパネルディスカッションが行われました。この
サミットに併せて、7 日には大宰府政庁跡から鞠
智城まで烽

の ろ し

火リレーが、8 日には「鞠智城物語 in
八千代座」と題し、伝統芸能の披露が行われ、本市
からは歌団鞠智と菊池女子高等学校郷土芸能部が出
演し、会場から大きな拍手があがりました。

　また、百済系菩薩立像が出土した10月23日を「鞠
智城の日」と定め、鞠智城を会場として多くのイベ
ントが開催されました。
　イベントには蒲

かばしま

島郁
い く お

夫熊本県知事も駆けつけ、「県
も鞠智城を精一杯応援していきたい」とあいさつさ
れました。会場では、八角形鼓楼の特別登城や百済
系菩薩立像の実物が特別展示され、史跡ファンには
またとない機会となり好評を博しました。またステー
ジでは菊池雲上太鼓をはじめ、山鹿市からも灯籠踊
りなどが披露されました。そのほかにも鞠智城イメー
ジキャラクター「ころう君」率いる「さきもりころ
う隊」や菊池渓谷のイメージキャラクター「ミッピー・
モッピー」とのふれあいイベントがあり、子どもた
ちと一緒に楽しく遊びました。
　今年は九州新幹線が全線開業したこともあり、新
玉名駅の協力により、「JRウォーキング」が同時に
開催されました。「JRウォーキング」は、鞠智城を
スタートに、御所通りや中央通りを通って菊池公園
まで菊池市街地を散策するものです。鞠智城でスタ
ンプラリーに参加し、将軍木や松囃子能場を見学し、
中央通りでは軽トラ朝市も体験しました。ゴール地
点では、菊池温泉観光旅館協同組合による地

じ ぐ な べ

具鍋が
振る舞われ、参加者の皆さんはおいしそうに食べて
いました。

かんたん！らくちん！
魔法の介護術

米粉料理教室が
開催されました

第２回古代山城サミット山鹿・菊池大会
鞠智城国営公園化推進キャンペーン2011「鞠智城の日」

10月

10月

10/２
（日）

栄町区に整備された備品カローリングを楽しむ菊池市女性の会の皆さん

①八千代座で演舞する菊池女子高郷土芸能部／②プレイベント
で上げられた烽火／③プレイベントでは火起こし体験もありま
した／④烽火リレーで活躍した市内の小学生と「ころう君」

　コミュニティの健全な発展を図ることを目的とし
たコミュニティ助成事業により、栄町区に公民館備
品（長机、折りたたみ椅子、テント）、イベント備品（グ
ラウンドゴルフセット、距離測定器、ストップウォ
ッチ、ペタンクセット、ワイヤレスメガホン、ワイ
ヤレスチューナー、ワイヤレスマイク、スピーカー
スタンド、袢天、袢天帯、子ども御輿）が整備され
ました。このコミュニティ助成事業は、宝くじの普
及広報事業費を財源として財団法人自治総合セン
ターが行うもので、今後、栄町区のますますの活性
化が期待されます。

　きくちふるさと水源交流館で菊池市女性の会会員
によるカローリング大会が行われました。この大会
は「事故にあわない、あわせない」ことを再認識す
ること、また会員間の親睦を図ることを目的に行わ
れたものです。
　カローリングで汗をかいた後は、同交流館で地元
の素材をたっぷり使ったおいしい料理を食べ、秋の
気配を満喫したひとときを過ごしました。

宝くじ助成事業で
区用備品を整備

交通安全ふれあい
カローリング大会

①

②

④

③
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10/7
（金）

10/9
（日）

卓球協会設立 40周年記念誌を手にする久冨会長（中）、記
念誌編集委員で同協会役員の北

きたむら
村公
こういち
一さん（左）

力いっぱい演奏する北合志保育園の子どもたち

　菊池市卓球協会（久
ひさとみ

冨英
ひであき

明会長）が今年で設立
40周年を迎え、記念誌を作成しました。同協会は
昭和46年に設立され、卓球競技の普及促進、本市
のスポーツ振興、健康で明るい地域づくりや優秀な
人材の育成など地域社会への貢献に大きな役割を果
たしてこられました。
　久冨会長は、「40周年を契機に気持ちを新たにし、
卓球競技の普及、発展、技術力の向上、そして本市
のスポーツ振興に努力したい」と話しました。

　熊本城の二の丸公園で 3,000 人太鼓のギネス記
録挑戦が行われ、東北にエールを送る力強い音が響
きわたりました。本市からは北合志保育園の年長児
が参加。2,778 人というギネス記録を達成し、審
査のため来日したギネス ･ワールド ･レコーズ社よ
り認定証が授与されました。
　太鼓で埋め尽くされた会場で、北合志保育園の子
どもたちは、この日のために練習した ｢九州魂の響
き｣ を力いっぱい演奏しました。

菊池市卓球協会が
設立40周年を迎えました

天まで届け！大地に響け！
北合志保育園やまびこ太鼓

10/10
（月）

10/11
（火）

老人ホーム前でみこしを担ぐ消防団員の皆さん遠野中学校生徒とテレビ会議をする市内中学校の生徒たち

　菊池市消防団が、市内にあるこすもす荘・ふじの
わ荘・つまごめ荘の３園を慰問しました。これは消
防団が老人ホームでみこしを担ぎ、入居されている
お年寄りに元気になってもらえるよう、毎年行って
いるものです。
　この日は消防団の法被を着た団員約 100人が参
加。威勢のいい掛け声とともにみこしを担ぐ団員の
姿に、入所者も一緒に掛け声や拍手で応援し、お祭
り気分を楽しんでいました。

　菊池市中央公民館で市内５中学校の生徒代表19
人と、友好都市である遠野市の遠野中学校生徒会役
員5人とのテレビ会議が行われました。この会議は、
東日本大震災の被災地のために自分たちにできるこ
とを知ろうと、今年度の子ども議会で提案されたも
のです。本市からは、震災から学んだことや遠野の
誇りなどについて質問が出され、遠野市からは支援
への感謝の思いや、当たり前の生活が当たり前にで
きることのありがたさなどが伝えられました。

消防団が老人ホームを慰問
「自分たちにできることは」
岩手県遠野中学校とテレビ会議

10/９
（日）

輪回しリレー

地区対抗リレーは接戦で盛り上がりました

大玉転がしリレー

みんなでジャンプ！

　菊池市民菊池体育祭は、菊池公園多目的グラウン
ドで開催されました。今回の競技では、小学生から
高齢者の皆さんまで気軽に参加できる11 の競技種
目で、旧菊池市内12 地区の対抗戦により行われま
した。
　グラウンドゴルフ競技、むかで競争リレーやゲー
ト通しリレーなど、和気あいあいに競技を楽しんで
いました。また、男女ペアによる大玉転がしリレー
や40歳以上の輪回しリレーでは、思うようにボー
ルやリムが進まず、とても苦労しているようでした。
　最後の男女別の地区対抗リレーでは、各地区の代
表選手が出場していることもあり、たくさんの応援
で盛大に盛り上がりました。
　上位の結果は次のとおりです。
優　勝　花房地区（110 点）
第２位　菊之池地区（104 点）
第３位　高野瀬地区（80.5 点）

　菊池市民泗水体育祭は、泗水グラウンドで開催さ
れ、リレーや縄跳びなどの競技に約3,100 人が参
加しました。開会式では森

もり

　隆
たかひろ

博会長が、「普段の
練習の成果を発揮して、実のある大会にしてくださ
い」とあいさつしました。競技は４人１組でリレー
するむかで競争や、地区対抗リレーなど 6種目が
行われ、日ごろ行うことのない競技に悪戦苦闘した
り、転んだりする参加者もいました。
　各競技の上位の結果は、次のとおりです。
◆総合成績
70世帯以下　優勝 北住吉、2位 岡、3位 田島二
71世帯以上　優勝 永、2位 富出分、3位 上住吉
◆種目別成績

菊池市民菊池体育祭

10/９
（日） 菊池市民泗水体育祭

競 技 名 70世帯以下 71世帯以上
優勝 2 位 3 位 優勝 2 位 3 位

小・中学生合同地区対抗リレー 田島二 岡 田島一 永 富の原一 富出分
目指せ
ホールインワン

永出分・久米二・田吹・
岡・田島二（同点優勝）

永・上住吉
（同点優勝） 桜山三

足並みそろえて 福本二 北住吉 南山手 永 富出分 久米一
ブザービーター 田島 田吹 北住吉 富出分 福本一 永
みんなでジャンプ 岡 北住吉 三万田 上住吉 富出分 久米一
地区対抗リレー 北住吉 田中 田島二 永 富出分 福本一
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10月
11月

10/16
（日）

10/16
（日）

ソウル外国語アカデミーから来られた安
アン
恩
ウンキョン
卿さん（左）と金

キム

秀
スイ ン
仁さん（右）

ふるさと交流会に参加した七城会の皆さん 市役所玄関前で行われた出発式表彰状を手にする増永七城中学校長（左）と合澤菊池南中学校
長（右）

ている」とあいさつ。菊池渓谷や阿蘇山などの見学、
日本の文化体験、歴史についても学びました。
　菊池市海外研修生の会は、本市における国際交流
の草の根的な役割を担っている団体です。この会で
は、韓国のソウル外国語アカデミーと相互交流を
行っており、民間レベルでの交流が実現しています。
交流は今年で28年目を迎え、双方の友好がさらに
深まり、大変有意義な交流事業となりました。

　第 20回首都圏七城会総会は東京都で開催され、
七城町出身の首都圏在住者が集いました。参加者は
ふるさとでの思い出話や、最近のふるさとのニュー
スなどで盛り上がり、ふるさと七城から持参したた
くさんのコスモス、稲穂やすすきを見て感激してい
ました。また本市の特産品が当たるビンゴゲームで
は、七城メロンドームから商品が準備されると、和
気あいあいの中にもそれぞれ思いの品を真剣に狙い
ながら、熱い盛り上がりを見せました。

　菊池市海外研修生の会派遣事業として、市内で
公募した８人の派遣団員が10月 20日（木）から
24日（月）まで韓国を訪問し、ソウル外国語アカ
デミーの生徒宅でホームステイをしながら、歴史、
文化、自然などを学んできました。また招待事業と
して、11月１日（火）から11月４日（金）まで、
アカデミーから金

キム

秀
ス イ ン

仁さん、安
アン

恩
ウンキョン

卿さんの２人を本
市へ招き、同様にホームステイを通じて交流事業を
行いました。滞在中２人は、菊池市長を表敬訪問し
「菊池市の自然の素晴らしさと人の優しさに感激し

　「認知症啓発キャンペーン2011 in くまもと」で、
熊本県認知症サポーター養成等功労者への県知事表
彰があり、団体の部で菊池南中学校と七城中学校が
表彰されました。これは、両校共に小中学校サポー
ターの先駆けとして養成講座を受講し、市内福祉施
設での手伝いなどの福祉活動が評価されたもので
す。現在、本市の全ての小中学校で取り組みを行っ
ており、将来、認知症の人やその家族を支えるため
の礎として、貴重な経験を積んでいます。

東京でふるさと交流会開催
首都圏七城会

菊池市海外研修生の会
平成23年度国際交流事業

中学生認知症サポーター
が熊本県知事表彰

10/13
（木）

10/18
（火）

10/15
（土）

10/21
（金）

完全制覇を達成した「ピュアスプリング」の皆さん
おめでとうございます！

獅子舞を披露する青年部の皆さん ①「千歯こぎ」の脱穀体験／②楽しく稲刈り／③「足踏み脱穀機」
も体験しました

先生と親子がミニバレーを楽しみました

　菊池市ソフトボール協会が主催する平成23年度
登録大会（ランク 1部）の全４大会を「ピュアス
プリング」が全て優勝し、完全制覇を達成しました。
「ピュアスプリング」の本

もとやま

山監督は、「常
じょうしょう

笑軍団と
いう言葉が、自然とチームメイトの合言葉になって
いきました。家族、職場やソフトボール協会の協力
に感謝し、今年の成績に満足せず来年もレベルアッ
プを図りながら常に笑顔でプレーしたい」と今後の
抱負を語りました。

　泗水町福本で福本八幡宮祭が行われました。この
祭りは 700年の伝統があり、五穀豊穣、生活安全
を祈願し、秋の収穫を感謝する祭りです。午前中に
神事があり、夜には青年部による獅子舞と児童によ
る踊りが披露されました。踊りに参加した泗水小６
年の佃

つくだ

　優
ゆ う ね

音さんは、「６年間やっています。今年
は２回練習をしましたが、みんなで練習するし楽し
いです」と目を輝かせました。地域住民の子どもか
らお年寄りまで楽しいひとときを過ごしました。

　JA菊池「まんまキッズスクール」稲刈り体験は
七城町の水田で行われ、菊池郡市の小学生が参加し
ました。稲刈り体験では「足踏み脱穀機」や「千歯
こぎ」を用いた脱穀作業もあり、子どもたちは見慣
れない農具に興味津々で作業していました。また、
日本の食を見直そうという JAL「JAPANプロジェ
クト」の一環で、JAL 職員による稲刈り体験も行
われました。11月から菊池地域「ヒノヒカリ」が
JAL 機内誌や機内ビデオで紹介されています。

　スポーツを通した親子の絆と、青少年の健全育成
を目的に、旭志地域内の中学生と保護者23 チーム、
旭志中学校の先生２チームの計25 チームによる旭
志くらだけ友の会（菊池市子ども会旭志支部）主催
親子ふれあいミニバレー大会が盛大に開催されまし
た。試合結果は次のとおりです。
パート毎優勝　Ａパート　伊萩２年、
Ｂパート　内藤 JAPAN、Ｃパート　妻越Ａ、
Ｄパート　郡 JAPAN、Ｅパート　小ヶ原Ｂ

「ピュアスプリング」が登録
大会を完全制覇しました！福本八幡宮祭

「まんまキッズスクール」
稲刈り体験

第12回くらだけ友の会
親子ふれあいミニバレー大会

① ②

③
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　しすいコスモスマ
ラソンの開催に合わ
せ、韓国金堤市から
両市の友好交流を目
的として、金堤市保
健所長の李

イ

炳
ビョンチル

七さん
を団長に８人が来菊
しました。同マラソ
ンには４人が参加し、コスモスの咲く沿道を快走し
ました。また今回の来菊に先立ち、9月 28日から
10月2日まで福村市長を団長とした市民訪問団が、
友好都市である金堤市と清

チョンウォン

原郡を訪問しました。
訪問した市民
の皆さんは友
好都市の祭り
に参加。エア
ロビクスの軽
快なダンスを
披露し、祭り
を盛り上げま
した。

10/21
（金）

10/22
（土）

厚生労働大臣賞を受賞した廣田蒲鉾店 3 代目代表の廣田岩
男さん

熊本県議会議員の平野さんによる講演

　東京都中央区の明治座で食品衛生功労者と食品衛
生優良施設の表彰式が行われ、隈府の合資会社「廣
田蒲鉾店」が食品衛生優良施設として表彰されまし
た。これは、食品衛生の向上や業界の指導育成など
に顕著な功績があり模範となる施設として評価され
たものです。受賞した廣

ひ ろ た

田岩
い わ お

男代表は、「受賞は先代、
家族やたくさんの人の支えがあったおかげ。今後も
後継者や食品業界の人たちの手助けをして、食の安
心安全を守っていきたい」と喜びを語りました。

　菊池市女性団体代表者会による「市民フォーラム」
が西部市民センターで開催されました。熊本県議会
議員の平野みどりさんを講師に迎え、「多様性こそ
社会の宝～ありのままの自分を出発点として～」と
題し、障がいがあっても何にでも挑戦する勇気を持
つことや、県議会議員選挙出馬に関するエピソード
などを語られました。参加者からは「障がい問題と
フェミニズムの重なりに、初めて気付くことができ
ました」など沢山の意見を聞くことができました。

「廣
ひろた
田蒲
かまぼこてん
鉾店」が

厚生労働大臣賞を受賞第12回市民フォーラム開催

10/26
（水）

11/２
（水）

寸劇を披露する「劇団に ゙ゃあ」の皆さん

　菊池市観光大使の「劇団に ゃ゙あ」を講師に招き、
行政サービスの課題や将来のあり方について考える
ための職員研修会を行いました。講義では、市役所
業務を請け負う民間の「全力市役所」があるとした
らと題し、肥後にわかで寸劇を披露。行政を担う若
い職員が、市民の目から見た現状の行政サービスと
市民が望む行政職員について理解を深め、将来の市
役所職員のあり方や行政サービスについて、ともに
考えました。

行政改革職員研修
「劇団にゃ゙あ」in 市役所

韓国の友好都市金
キムジェ
堤市

から来菊

金堤市と清原郡を訪問した市民の皆さん

問い合わせ先　市民課市民年金係　☎0968（25）7211、各総合支所民生係

国民年金の保険料は加入した月分から
納付が必要です

国民年金の加入手続きを済ませた人へ

国民年金の保険料額

保険料の納付期限

年末調整や確定申告

保険料の納付が免除または猶予された人が
納付できるようになったとき

保険料を納付することが難しいとき

保険料の割引前納

国民年金保険料の納付方法

国 民 年 金 情 報

　日割り計算されませんので、月の初日に加入しても月
末に加入しても、１カ月分の保険料が必要です。

国民年金は、給料から天引きされていた厚生年金・共済年金と異なり、
ご自身で保険料を納付します。

　月々の保険料は15,020円（平成23年度）です。
付加年金　付加保険料（月額400円）をプラスして納付
すると、老齢基礎年金に付加年金が上乗せされます。
別途、申込手続きが必要ですので、市民課および各総合
支所市民係、熊本西年金事務所の国民年金の窓口へお
問い合わせください。ただし、国民年金基金の加入者は
申し込みできません。

　その月分の保険料の納付期限は翌月末（たとえば４月
分は５月末まで）です。すでに納付期限を迎えている月分
についてはお早目に納付してください。
　納付期限が過ぎた場合でも、納付期限から２年間は納
付できます。付加保険料は納付期限を過ぎると納付でき
ません。納付期限までに納付されない場合は「未納」とし
て区分され、催促や督促の対象になりますのであらかじ
めご了承ください。（前納できる期限があります。必ず確
認してください）

　国民年金の保険料は全額社会保険料控除の対象で
す。申告する際に必要となる「社会保険料（国民年金保
険料）控除証明書」を毎年11月上旬に送ります。（10月
以降に、その年初めて国民年金保険料を納付された人
は翌年２月上旬に送ります）

　10年以内であれば申込手続きをすることにより、さか
のぼって保険料を納付（追納）することができます。ただ
し、承認を受けた翌年度から起算して３年目以降は加算
金がつきます。
　保険料の納付が免除または猶予された期間は、追納
しないと老齢基礎年金の年金額が減額されます。詳しく
は熊本西年金事務所へお問い合わせください。

　所得が少ないなど、保険料の納付が経済的に困難な
場合には、本人の申請手続によって保険料の納付が免除
または猶予される制度が次の３種類あります。
①全額免除・一部納付申請
②若年者納付猶予申請（30歳未満の人）
③学生納付特例申請
　いずれも対象者の前年所得が一定額以下の場合に
は、申請により適用が受けられます。（離職者、震災・風水
害などの被災者は所得に関係なく該当する場合がありま
す）手続きは市民課および各総合支所市民係の国民年
金の窓口または熊本西年金事務所でお願いします。
　保険料を未納のまま放置すると、将来の老齢基礎年
金、障害基礎年金や遺族基礎年金を受け取ることができ
ない場合があります。必ず、保険料を納付するか、納付す
ることが困難な場合には上記①～③の申請をしましょう。

　保険料をまとめて前払い（前納）すると保険料が安く
なります。（※１）

クレジットカード納付（継続支払）　　
　クレジットカードによる納付を希望する場合は、年金事
務所に申し込みが必要です。詳しくは熊本西年金事務所
へお問い合わせください。
金融機関、郵便局、指定のコンビニエンスストアの窓口
　後日送付する納付書で納付します。発送まで２カ月程

度要します。前納や付加保険料を希望する場合は、お早
めに市民課または各総合支所市民係、熊本西年金事務
所までご連絡ください。また、２カ月以上しても納付書が
届かないときは熊本西年金事務所（096-355-3261）
までお問い合わせください。
（※1）前納…納付書によりご希望月から翌年３月までの
前納も可能です。納付期限があります。
インターネットや携帯電話
　インターネットや携帯電話を利用しての納付方法に
ついては「日本年金機構ホームページ(http://www.
nenkin.go.jp/)」で案内しています。

しすいコスモスマラソンに参加し
た金堤市の皆さん

納付方法 １カ月分 ６カ月分 １年分
月々支払 15,020円 90,120円 180,240円

前
　
納

現金支払
【割引額】

89,390円
【730円】

177,040円
【3,200円】

口座振替
【割引額】

14,970円
【50円】

89,100円
【1,020円】

176,460円
【3,780円】

※平成23年度の場合（保険料は年度単位で変更になります）
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月：リウマチ治療の変化
火：更年期障害とうつ状態
水：川崎病
木：お口の健康とアンチエイジング
金：お年寄りの皮膚のかゆみ
土/日：手足がしびれたら
　　　　どこへかかればいいの？

モシモシ
12月の 健康情報
096（385）3300（24時間）

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

歯
ッ
ピ
ー
キ
ッ
ズ

　

10
月
19
日
（
水
）
、

10
月
20
日
（
木
）
、

10
月
28
日
（
金
）
の

歯
科
検
診
の
結
果
で
、

む
し
歯
が
な
か
っ
た
子
ど
も
を
紹
介

し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

佐さ

さ

き
々
木
拓ひ
ろ
仁と

（
○菊　

古
川
）

松ま
つ
ば
ら原　

由ゆ

い依
（
○菊　

上
木
庭
）

田た
な
か中　

凛り
ん　

（
○菊　

北
宮
）

中な
か
お尾　

桜お
う
か歌
（
○菊　

片
角
）

上う
え
む
ら村　

太た
い
よ
う陽
（
○菊　

高
野
瀬
）

石い
し
か
わ川　

り
の
（
○菊　

稗
方
）

松ま
つ
お尾
鉄て
つ
太た
ろ
う郎
（
○菊　

大
琳
寺
）

中な
か
む
ら村　

大だ
い
と翔
（
○菊　

東
原
）

井い
の
う
え上　

隼し
ゅ
ん　
（
○菊　

亘
）

木さ

さ

き
佐
木
夢ゆ
う
と翔
（
○菊　

亘
）

橋は
し
も
と本
わ
か
な
（
○菊　

亘
）

松ま
つ
の野　

煌き
ら　

（
○菊　

上
長
田
）

前ま
え
か
わ川　

眞ま

ほ穂
（
○菊　

北
宮
）

奥お
く
む
ら村　

倖ゆ

き妃
（
○菊　

立
石
）

本ほ
ん
だ田
ひ
か
り
（
○菊　

中
町
）

安あ

べ部　

瑛え
い
太た

（
○菊　

東
正
観
寺
）

川か
わ
ぞ
え添　

士し
も
ん門
（
○菊　

栄
町
）

山や
ま
だ田　

望み

か加
（
○旭　

妻
越
）

坂さ
か
も
と本　

美み
さ
き咲
（
○旭　

川
下
）

大お
お
つ
か塚　

翔し
ょ
う
た太
（
○旭　

伊
萩
）

隈く
ま
べ部　

莉り

こ子
（
○旭　

小
原
）

吉よ
し
む
ら村　

華か
づ
き月
（
○旭　

川
下
）

田た
な
か中　

有ゆ
う
な南
（
○旭　

小
原
）

永な
が
た田　

大ひ
ろ
と翔
（
○旭　

高
永
）

永な
が
た田　

希の

あ歩
（
○旭　

高
永
）

永な
が
た田　

夢ゆ
う
と翔
（
○旭　

高
永
）

坂さ
か
い井　
葵あ
お
い　
（
○泗　

南
住
吉
）

村む
ら
な
か中　

優ゆ
う
し
ん心
（
○泗　

田
島
団
地
）

稲い
な
だ田
野の

の

か
々
花
（
○泗　

朝
日
団
地
）

村む
ら
や
ま山　

天あ
ま
ね領
（
○泗　

富
の
原
台
）

宮み
や
さ
か坂　

咲さ

ほ帆
（
○泗　

桜
山
四
）

宇う

の

き
野
木
良り
ょ
う
た太
（
○泗　

富
の
原
一
）

田た
な
か中　

美み

ゆ優
（
○泗　

桜
山
一
）

河か
わ
か
み上　

菜な

な々

（
○泗　

富
の
原
一
）

健康だより

乾燥しがちな
季節のスキンケア

問い合わせ先　健康推進課健康推進係
　　　　　　　　☎0968（25）7219

気温が低く、乾燥する冬。肌にとっては１年でもっとも
過酷な季節です。かさつく、張りがない、きめが乱れる、
透明感がないなど肌のトラブルが多く、特にドライスキ
ンが圧倒的に増える季節でもあります。この季節に肌を
しっかりとケアするために、ドライスキンの原因を知り、
予防の基本をおさらいしましょう。

ド
ラ
イ
ス
キ
ン
と
は

か
ゆ
み
が
出
た
ら
…

ド
ラ
イ
ス
キ
ン
を
防
ぐ
た
め
に

　

ド
ラ
イ
ス
キ
ン
と
は
、
皮
膚
が
乾

い
た
状
態
の
こ
と
で
、
乾
燥
肌
と
も

言
い
ま
す
。
人
間
の
皮
膚
は
、
皮
膚

の
外
側
か
ら
表
皮
・
真
皮
・
皮
下
組

織
の
３
層
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

皮
膚
の
一
番
外
側
に
あ
る
角
層
の

皮
脂
膜
（
※
）
は
、
年
間
を
通
し
て

一
定
で
あ
り
、
冬
に
角
層
の
脂
質
の

分
泌
が
減
少
す
る
こ
と
は
な
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
暖
房

器
具
に
よ
る
湿
度
の
低
下
、
外
気
の

乾
燥
、
気
温
低
下
に
伴
う
発
汗
の
減

少
な
ど
、
環
境
の
変
化
が
ド
ラ
イ
ス

キ
ン
を
悪
化
さ
せ
る
原
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

※ 

皮
脂
膜
と
は
、
毛
孔
と
呼
ば
れ
る

毛
穴
か
ら
分
泌
さ
れ
る
皮
脂
と
、

汗
腺
か
ら
出
る
汗
が
混
じ
り
合
っ

て
で
き
る
薄
い
膜
で
、
「
天
然
の

ク
リ
ー
ム
」
と
も
呼
ば
れ
、
皮
膚

を
保
護
し
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
ス
キ
ン
は
予
防
で
き
ま
す
。

予
防
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
保
湿

　

保
湿
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
皮
膚
に

潤
い
が
残
っ
て
い
る
状
態
で
行
う
こ

と
が
大
切
で
す
。
入
浴
後
な
ら
ば
５

分
以
内
、
手
仕
事
な
ら
ば
１
〜
２
分

以
内
に
保
湿
剤
を
塗
る
こ
と
が
コ
ツ

で
す
。
肌
荒
れ
が
目
立
つ
と
き
に
は
、

保
湿
剤
の
２
度
塗
り
も
効
果
的
で
す
。

保
湿
剤
は
、
香
料
な
ど
が
あ
ま
り
使

わ
れ
て
い
な
い
シ
ン
プ
ル
な
も
の
が

良
い
で
し
ょ
う
。

◆
水
仕
事
に
よ
る
手
荒
れ
対
策

　

手
の
ひ
ら
に
は
皮
脂
腺
が
な
く
、

皮
脂
が
不
足
し
て
い
る
状
態
で
す
。

冬
の
水
仕
事
も
手
荒
れ
の
原
因
に
な

り
ま
す
。
水
仕
事
は
な
る
べ
く
少
な

い
回
数
で
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
台
所

洗
剤
も
界
面
活
性
剤
（
※
）
が
使
わ

れ
て
い
る
も
の
が
多
い
の
で
、
皮
膚

の
バ
リ
ア
を
崩
し
て
し
ま
い
ま
す
。

水
を
溜
め
た
中
に
少
量
の
洗
剤
を
入

れ
て
薄
め
た
状
態
で
使
用
す
る
だ
け

で
も
、
手
荒
れ
防
止
に
は
か
な
り
の

効
果
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
ガ
サ

ガ
サ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
ら
、
手

袋
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
薄
い
木
綿
の

手
袋
の
上
に
、
ビ
ニ
ー
ル
の
手
袋
を

二
重
に
す
る
と
ゴ
ム
手
袋
に
か
ぶ
れ

る
人
に
は
よ
り
効
果
的
で
す
。

※ 

界
面
活
性
剤
と
は
、
水
と
油
の
境

界
面
に
作
用
し
て
、
両
者
が
交
じ

り
合
う
よ
う
に
働
き
か
け
る
も
の

で
、
自
然
界
に
存
在
す
る
も
の
と
、

人
工
的
に
作
ら
れ
る
も
の
の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の
「
合

成
（
石
油
系
）
界
面
活
性
剤
」
が

含
ま
れ
て
い
る
も
の
が
、
肌
の
バ

リ
ア
機
能
を
弱
め
た
り
、
蛋
白
質

を
変
質
さ
せ
る
た
め
、
ド
ラ
イ
ス

キ
ン
な
ど
皮
膚
の
ト
ラ
ブ
ル
を
引

き
起
こ
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

◆
入
浴
方
法

　

入
浴
は
、
皮
膚
の
角
層
に
水
分
を

供
給
す
る
機
会
で
す
の
で
、
ド
ラ
イ

ス
キ
ン
予
防
に
は
、
あ
る
程
度
ぬ
る

め
の
お
湯
に
ゆ
っ
く
り
と
入
浴
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
熱
い
お
湯

で
の
長
湯
は
、
乾
燥
し
て
い
る
皮
膚

に
は
逆
効
果
に
な
り
ま
す
。

　

せ
っ
け
ん
は
、
古
い
角
質
を
取
り

除
く
と
い
う
意
味
で
は
お
勧
め
し
ま

す
。
し
か
し
、
ナ
イ
ロ
ン
タ
オ
ル
で

強
く
こ
す
っ
た
り
、
界
面
活
性
剤
の

多
い
〝
液
体
せ
っ
け
ん
〞
を
使
用
す

る
と
皮
脂
が
取
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

な
る
べ
く
〝
固
形
せ
っ
け
ん
〞
を

使
っ
て
柔
ら
か
い
タ
オ
ル
か
手
で
洗

い
流
し
ま
し
ょ
う
。
タ
オ
ル
で
体
を

拭
く
と
き
は
、
こ
す
り
つ
け
ず
、
押

さ
え
る
よ
う
に
拭
き
あ
げ
る
の
が
コ

ツ
で
す
。

◆
栄
養
・
生
活

　

偏
食
を
せ
ず
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
に
は
皮
膚
や
粘
膜
を
丈
夫
に
す

る
働
き
が
あ
り
、
皮
膚
の
新
陳
代
謝

を
促
し
ま
す
の
で
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
が

含
ま
れ
る
食
品
を
摂
取
し
た
り
、
水

分
を
多
め
に
摂
取
し
た
り
す
る
こ
と

も
効
果
的
で
す
。

　

年
末
年
始
は
、
忘
年
会
・
新
年
会

な
ど
で
暴
飲
暴
食
を
し
た
り
、
夜
更

か
し
を
し
た
り
と
生
活
の
リ
ズ
ム
が

乱
れ
や
す
い
時
期
で
す
。
し
っ
か
り

睡
眠
を
取
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

食
事
を
す
る
な
ど
規
則
正
し
い
生
活

を
し
ま
し
ょ
う
！

　

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
を
豊
富
に
含
む
食
材

に
は
、
う
な
ぎ
、
小
魚
、
緑
黄
色
野

菜
、
卵
、
牛
乳
、
鳥
や
牛
の
レ
バ
ー

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
衣
類

　

下
着
は
肌
に
ぴ
っ
た
り
と
し
た
長

め
の
も
の
で
、
綿
１
０
０
％
で
肌
触

り
の
良
い
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
肌
へ
の
刺
激
を
防
ぐ
た
め
、
チ
ク

チ
ク
す
る
セ
ー
タ
ー
類
は
避
け
る
か
、

下
着
で
カ
バ
ー
し
て
直
接
肌
に
触
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
静
電
気
の
起

き
や
す
い
衣
類
は
肌
も
乾
燥
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

最
近
は
、
肌
着
を
着
な
い
と
い
う

人
や
子
ど
も
に
も
着
せ
て
い
な
い
人

を
見
か
け
ま
す
が
、
ド
ラ
イ
ス
キ
ン

予
防
と
い
う
こ
と
か
ら
も
肌
着
の
着

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※ 

汗
を
か
い
た
後
は
、
汗
の
塩
分
が

皮
膚
を
刺
激
し
か
ゆ
み
が
増
し
ま

す
の
で
、
汗
を
か
い
た
ら
面
倒
が

ら
ず
に
服
を
替
え
ま
し
ょ
う
。

※ 

寒
い
と
つ
い
つ
い
子
ど
も
に
厚
着

を
さ
せ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
子

ど
も
の
背
中
に
そ
っ
と
手
を
入
れ

て
み
て
汗
ば
ん
で
い
る
よ
う
な
と

き
に
は
、
室
温
や
服
の
着
脱
で
調

整
を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

◆
加
湿

　

暖
房
器
具
を
使
う
時
は
加
湿
も
行

い
ま
し
ょ
う
。
暖
房
器
具
の
中
で
も

エ
ア
コ
ン
、
電
気
毛
布
、
ホ
ッ
ト

カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
の
電
気
器
具
は
、

室
内
を
乾
燥
さ
せ
る
の
で
使
い
す
ぎ

に
注
意
し
、
加
湿
器
や
濡
れ
タ
オ
ル

な
ど
で
加
湿
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
嗜
好
品

　

ア
ル
コ
ー
ル
や
香
辛
料
の
強
い
料

理
は
控
え
め
に
し
ま
し
ょ
う
。
ア
ル

コ
ー
ル
や
香
辛
料
は
血
液
循
環
が
良

く
な
る
の
で
、
か
ゆ
み
が
起
こ
り
や

す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

か
ゆ
い
か
ら
と
い
っ
て
か
い
て
し

ま
う
と
、
皮
膚
を
傷
つ
け
て
し
ま
い
、

そ
こ
か
ら
水
分
が
蒸
発
し
、
さ
ら
に

肌
が
乾
燥
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

か
い
て
傷
が
で
き
る
と
菌
が
入
り
込

ん
で
し
ま
い
、
さ
ら
に
か
ゆ
み
が
増

す
な
ど
の
悪
循
環
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

か
ゆ
い
と
こ
ろ
を
冷
た
い
お
し
ぼ

り
や
保
冷
剤
な
ど
で
冷
や
し
た
り
、

叩
い
た
り
、
指
の
腹
で
つ
ね
っ
た
り

し
て
か
ゆ
さ
を
ま
ぎ
ら
わ
せ
ま
し
ょ

う
。
か
ゆ
み
が
治
ま
っ
た
ら
忘
れ
ず

に
保
湿
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

か
ゆ
み
が
長
い
期
間
治
ま
ら
な
い

場
合
や
我
慢
で
き
な
い
ほ
ど
強
い
よ

う
な
と
き
は
、
主
治
医
に
相
談
す
る

か
皮
膚
科
で
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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ぶ ん げ い き く ち

と し ょ だ よ り

新着・お薦め図書

後藤みやびさん
（水源小４年）

一
瞬
の
魚
影
走
る
秋
の
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本　
雅
子

ぬ
か
る
田
に
足
と
ら
れ
つ
つ
稲
を
刈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
ま
つ
子

一い
ち
ず途

と
は
切
な
き
も
の
よ
虫
の
声　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冨
田　
幸
子

小
鳥
来
て
庭
の
ど
こ
か
が
弾
み
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永　
久
子

初
鴨
の
ゐ
る
そ
れ
だ
け
で
光
る
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
路　
郁
子

好
き
な
書
に
つ
い
更
け
に
け
り
夜
長
の
灯

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
村
山　
数
恵

柿
も
げ
ば
下
で
待
つ
子
の
太
き
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
服
部　
靜
子

こ
の
夕
べ
盃
重
ぬ
る
も
秋
思
な
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
五
丁　
義
昭

腰
痛
は
死
ぬ
ま
で
の
友
柿
を
剥
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
藤
本　
邦
治

進
路
ま
だ
決
ま
ら
ぬ
悩
み
秋
う
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
渡
辺　
大
寿

草
の
穂
の
押
し
花
ひ
と
つ
に
霧
を
吹
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
尾
ヨ
シ
コ

人
々
に
酔
う
て
巡
る
や
秋
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東　
　
芳
子

下
心　
弔
電
な
ら
ば
名
も
売
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

光
堀　
善
教

出
来
上
が
り　
祝
辞
は
し
ど
ろ
も
ど
ろ
で

す　
　
　
　
　
　
　
　

  　

上
村　
○
子

カ
ン
カ
ン　
昼
食
の
後
昼
寝
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川　
繁
美

下
心　
日
頃
せ
ん
こ
つ
し
て
や
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
狩
野　
本
六

た
だ
の
人　
秘
書
も
慌
て
ち
職
探
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

窪
田　
明
徳

御
社
に
彼
岸
の
お
篭
り
子
ら
混
じ
え
酒
肴

あ
ま
ね
く
宵
を
賑
あ
う　

 　
佐
　々
重
弘

秋
冷
え
も
又
よ
し
夕
餉
娘
と
二
人
ぐ
つ
ぐ

つ
煮
え
立
つ
寄
せ
鍋
つ
つ
く  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
崎　
照
代

田
を
そ
よ
ぎ
部
屋
に
入
り
く
る
み
ど
り
風

吾
よ
り
先
に
新
聞
め
く
る    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
下　
陽
子

曾
孫
の
生
れ
し
報
せ
に
会
わ
ん
と
て
走
ら

す
車
に
翼
あ
ら
ざ
り　
　
　

緒
方　
寛
子

急
ぎ
い
る
舗
道
に
命
終
わ
り
た
る
蟷
螂
ま

た
ぎ
ふ
り
返
り
見
る　

  　

高
木 　
　
精

わ
が
心
も
点
し
て
く
る
る
街
の
灯
に
今
日

も
無
事
よ
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
下
ろ
す　
　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
代　
静
子

赤
バ
イ
ク
の
郵
便
夫
ま
ち
頼
み
を
り
〆
切

り
迫
る
出
詠
葉
書　
　
　
　

岩
木
タ
エ
子

八
十
路
越
え
ほ
が
ら
に
生
き
む
と
願
へ
ど

も
続
く
暑
さ
に
力
も
失
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

安
東　
綾
子

遠
き
日
の
旅
の
思
ひ
出
辿
り
を
り
外
出
叶

は
ぬ
今
に
し
あ
れ
ば　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
野
カ
オ
ル

「
時
期
く
れ
ば
結
婚
す
る
よ
」と
言
ひ
居
り

し
四
十
路
の
姪
の
今
日
は
花
嫁 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　
弘
子

広
き
葉
も
ま
ば
ら
に
実
る
秋
茄
子
の
指
染

む
ば
か
り
深
き
紫　

   　
　

中
原
ち
え
子

あ
れ
こ
れ
の
決
意
は
淡
く
ほ
の
ぼ
の
と
種

蒔
く
ほ
と
り
揚
葉
蝶
舞
ふ 

怒
留
湯
健
蓉

母
の
忌
も
木
犀
の
香
も
は
や
お
く
り
上
り

月
い
ま
や
は
ら
光
さ
す  　

村
上
さ
き
江

曾
孫
の
伽と
ぎ

に
疲
れ
し
飼
猫
が
ト
ラ
ク
タ
ー

の
屋
根
に
ひ
と
日
寝
そ
べ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　

山
下　
菊
代

目
線
に
捉
ふ
返
り
咲
き
た
る
木
瓜
の
花
一

点
の
紅
素
枯
る
庭
に   　
　

山
代　
静
子

寝
相
の
悪
さ　
八
畳
一
間
回
る
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

御
手
洗
三
代

よ
か
薬　
や
っ
ぱ
俺
に
は
酒
が
効
く　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
原　
乗
仏

に
ぎ
り
飯　
良
か
と
き
取
っ
て
食
い
な
は

り　
　
　
　
　
　
　
　

  　

中
島　
五
女

よ
か
薬　
宣
伝
の
ご
つ
ァ
利
か
ん
ば
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

平
井　
江
彩

よ
か
薬　
効
き
す
ぎ
る
と
も
恐
ろ
し
か　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
上　
美
由

穂
芒
や
月
無
き
夜
は
窓
越
し
に

　
　
　
　
　
　

   　
　
　
　
芹
川　
蓉
子

咲
き
ほ
こ
る
萩
に
隠
れ
し
無
縁
墓
地　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
谷　
ミ
ネ

彼
岸
花
炎ほ
む
らた

つ
ご
と
畦
に
燃
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

芹
川
の
り
子

万
句
の
里
俳
句
会　
10
月
句
会

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会　
10
月
例
会

旭
志
文
芸
俳
句
会　
10
月
詠
草

肥
後
狂
句
桜
会　
10
月
例
会

七
城
短
歌
会　
10
月
詠
草

高
齢
者
大
学　
10
月
詠
草

菊
池
短
歌
会　
11
月
詠
草

肥
後
狂
句
水
笑
会　
10
月
例
会

問い合わせ先

閉館日・閉室日

泗水図書館　　　  ☎0968（38）6866
中央公民館図書室　☎0968（25）1672
七城公民館図書室　☎0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎0968（37）3111　
                           　内線303

泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

※図書のイベント情報は、32ページの行事予定に掲載しています。

旭志公民館図書室の入り口に
ブックポストを設置しました。
本を返却する際、図書室が閉
まっていたらこのポストに返却
してください。
(旭志公民館図書室）

魔
法
の
庭
の
も
の
が
た
り
シ
リ
ー
ズ

あ
ん
び
る
や
す
こ　
著

　

私
の
お
す
す
め
す
る
本
は
、
あ
ん
び
る
や

す
こ
さ
ん
が
書
い
た
「
魔
法
の
庭
の
も
の
が

た
り
シ
リ
ー
ズ
」
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
１

冊
読
ん
で
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
の

で
、
８
巻
全
部
読
ん
で
み
ま
し
た
。
主
人
公

の
ジ
ャ
レ
ッ
ト
が
、
い
ろ
ん
な
薬
を
作
る
時
、

失
敗
を
し
た
り
、
友
だ
ち
と
出
会
う
と
い
う

お
は
な
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ

の
シ
リ
ー
ズ
の
中
で
も
、
私
の
１
番
お
気
に

入
り
で
あ
る
「
ハ
ー
ブ
魔
法
の
ふ
し
ぎ
な
レ

シ
ピ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ジ
ャ
レ
ッ
ト
は
、
有
名
な
演
奏
家
の
パ
パ

と
マ
マ
と
い
ろ
ん
な
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
、
１

度
も
自
分
の
家
と
い
う
も
の
に
住
ん
だ
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
ジ
ャ

レ
ッ
ト
の
も
と
に
１
通
の
手
紙
が
届
き
ま
す
。

住
ん
で
な
い
自
分
の
家
の
管
理
人
で
あ
る
ミ

ス
・
メ
ー
プ
ル
か
ら
で
し
た
。
そ
の
手
紙
に

は
、
ト
パ
ー
ズ
荘
へ
来
る
よ
う
に
、
と
書
い

て
あ
り
、
す
ぐ
に
行
く
と
、
い
ろ
ん
な
け
い

け
ん
を
し
ま
し
た
が
、
ジ
ャ
レ
ッ
ト
に
と
っ

て
し
ょ
う
ら
い
を
き
め
る
テ
ス
ト
だ
っ
た
の

で
す
。

　

そ
う
し
て
、
み
ご
と
に
合
格
し
た
ジ
ャ

レ
ッ
ト
は
、
ハ
ー
ブ
の
ま
じ
ょ
と
な
り
、
幸

せ
そ
う
で
し
た
。

　

他
に
も
い
ろ
ん
な
お
話
が
あ
り
ま
す
よ
。

耳より情報
年末・年始の休館日・閉室日

泗水図書館
百歳　　　　　　　　　　　　　　　柴

しば た
田トヨ　著

境遇　　　　　　　　　　　　　 湊
みなと
　かなえ　著

虚像　　　　　　　　　　　　　　　高
たかすぎ
杉　良

りょう
　著

ソーラー　　　　　　　イアン・マキューアン　編
ふむふむ　おしえて、お仕事！　　三

みう ら
浦しをん　著

死と不安を乗り越える　　　　　　 大
おお つ
津秀

しゅういち
一　著

クラーケンの島　　　　エヴァ・イボットソン　著
キジのかあさん　　　　　　　キム／セヒョン　絵
中央公民館図書室
熱血パーサー乗務録　　　　　　　　田

たな か
中元

もとかず
一　著

恐竜の世界へ　　　　　　　　　　ペン編集部　編
マルガレーテ・シュタイフ物語　　礒

いそ
　みゆき　著

ビジュアル忍者図鑑１　　　　　　黒
くろ い
井宏

ひろみつ
光　監修

ひとりぼっちのガブ　　　　　きむらゆういち　作
七城公民館図書室
「すべて真夜中の恋人たち」　　　川

かわかみ
上未

み え こ
映子　著

「やきいもするぞ」　　　　　　おくはらゆめ　作
旭志公民館図書室
サンダードッグ　　　　　マイケルヒングソン　著
妖怪伝　河

がわっぱ

童　                        たかしよいち　作

　年末年始のお休みは次のとおりです。
泗水図書館
　12月28日（水）～平成24年１月４日（水）
中央公民館・七城公民館・旭志公民館図書室
　12月29日（木）～平成24年１月３日（火）

殺意は必ず三度ある　　東
ひがしかわあつや
川篤哉　著

ゆうきをだして！　　いもとようこ　文・絵

　「謎解きはディナーのあとで」で話題の東川篤哉さんの
紹介です。「秘密の鍵貸します」でデビューし本格推理と
ユーモア妙味の作品を続々と刊行中です。本市に縁が深
い事もあり、現在図書館で収集しています。幅広い年齢層
に楽しめる内容でお勧めです！(泗水図書館)　

　野原の土にうもれたままじっとしていた球根がおひさ
まに温められてうっかり土の上に芽を出してしまいました。
おひさまや雨にはげまされてとうとうつぼみは少し開きま
した。その時です─。成長することの素晴らしさ、勇気を出
す事の大切さを伝える絵本です。(中央公民館図書室)　
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認定番号第特別Ｈ 22－２号　
推薦者　花房飛行場の戦争遺産を

未来に伝える会

◆上位入賞者
・夫婦の絵手紙大賞
　久保寺重信さん
・最優秀賞（手紙）
　伊藤正江さん
・最優秀賞（絵手紙）
　佐間みどりさん

←絵手紙最優秀賞作品 平
成
22
年
度
泗
水
中
学
校
卒
業

　
　
　
　
　
岡お

か
も
と本
真ま

り

こ
理
子
さ
ん

（
平
成
22
年
度
全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
熊
本
県
大
会
入
賞

作
文
集
掲
載
作
品
よ
り
）

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ
○       76

当
た
り
前
の
大
切
さ

　

私
に
は
、
体
が
不
自
由
な
祖
父
が

い
ま
す
。
と
て
も
優
し
く
て
楽
し
い

祖
父
で
、
私
に
と
っ
て
と
て
も
大
切

な
家
族
の
一
人
で
す
。
小
さ
い
頃
か

ら
、
こ
の
祖
父
や
今
は
入
院
し
て
い

る
祖
母
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
て
た

く
さ
ん
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
て
い
ま

し
た
。

　

で
も
今
は
、
私
が
祖
父
の
自
由
が

き
か
な
い
分
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。
目
薬
を
さ
し
た
り
、
血
圧
を

測
っ
た
り
、
薬
を
飲
ま
せ
た
り
排
泄

の
手
伝
い
を
す
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
手
伝
い
ま
す
。
で
す
が
、

一
つ
だ
け
す
す
め
ら
れ
な
い
事
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
昔
か
ら
お
酒
が

大
好
き
で
、
今
で
も
よ
く
飲
む
こ
と

で
す
。
そ
れ
も
、
適
度
に
飲
む
こ
と

が
で
き
る
の
な
ら
良
い
の
で
す
が
、

一
度
に
た
く
さ
ん
飲
ん
で
し
ま
う
と

き
が
あ
る
の
で
す
。
そ
う
い
う
と
き

祖
父
は
、
お
酒
に
酔
っ
て
し
ま
っ
て

も
と
も
と
思
い
ど
お
り
に
動
か
せ
な

い
足
を
と
ら
れ
、
ま
す
ま
す
動
け
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
座
っ
て
い

る
間
に
も
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
倒
れ

て
、
頭
や
体
を
物
に
ぶ
つ
け
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
で
き
な

い
こ
と
が
多
く
な
る
と
き
に
、
手
伝

う
の
が
私
と
母
で
す
。

　

祖
父
が
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た

時
、
自
分
で
は
で
き
な
い
こ
と
が
あ

る
た
び
に
私
や
母
の
名
前
を
呼
び
ま

す
。
今
は
も
う
慣
れ
ま
し
た
が
、
初

め
の
う
ち
は
す
ご
く
疲
れ
ま
し
た
。

お
酒
に
酔
っ
て
し
ま
う
と
、
普
段
よ

り
も
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
の

で
、
そ
れ
だ
け
疲
れ
が
た
ま
り
、
自

分
の
し
た
い
こ
と
も
ろ
く
に
で
き
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
学
校
の
こ
と
は

終
ら
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、

寝
る
時
間
も
遅
く
な
り
ま
す
。
そ
ん

な
日
が
多
く
な
り
、
疲
れ
が
た
ま
っ

て
し
ま
う
毎
日
に
不
満
を
感
じ
る
こ

と
も
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
で
も
そ
ん

な
中
、
祖
父
が
心
筋
梗
塞
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
何
日
か
集
中
治
療

室
に
入
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
時
初

め
て
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
家

に
帰
っ
て
、
い
つ
も
な
ら
大
き
な
声

で
呼
ば
れ
る
私
の
名
前
が
呼
ば
れ
ま

せ
ん
。
い
つ
も
の
よ
う
に
、
話
し
相

手
を
す
る
こ
と
さ
え
も
で
き
ま
せ
ん
。

病
院
に
い
る
の
だ
か
ら
当
た
り
前
の

こ
と
な
の
に
、
と
て
も
寂
し
い
と
思

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
入
院
し
た
次

の
日
の
夜
遅
く
に
お
見
舞
い
に
行
っ

た
と
き
に
、
ベ
ッ
ド
に
い
る
祖
父
と
話

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
と

き
最
後
に
、
祖
父
は
私
の
こ
と
を
心

配
し
て
、
「
明
日
は
学
校
だ
ろ
？
早
く

帰
っ
て
寝
ら
ん
と
、
学
校
に
遅
れ
る
た

い
。
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
自
分

の
ほ
う
が
辛
い
と
思
う
の
に
そ
ん
な
優

し
い
言
葉
を
か
け
て
く
れ
る
祖
父
を
見

て
い
て
、
思
わ
ず
涙
が
出
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
何
日
か
後
に
は
、
集
中
治
療

室
か
ら
出
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
治
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

家
族
や
親
戚
の
誰
か
が
毎
日
、
夜
は
父

と
母
が
交
代
で
付
き
添
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
私
も
一
日
付
き
添
っ
て
い
た

日
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
飯
を
食
べ
さ
せ

た
り
話
し
た
り
と
、
一
日
中
祖
父
と
一

緒
に
い
ま
し
た
。
看
護
師
の
方
と
も
話

を
し
た
り
し
て
、
と
て
も
充
実
し
た
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
祖
父
の
お
手
伝

い
を
す
る
こ
と
に
不
満
を
感
じ
て
い
た

と
き
の
こ
と
を
思
い
だ
す
と
、
あ
の
時

は
き
つ
い
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
け

れ
ど
、
こ
う
し
て
あ
の
時
の
生
活
が
で

き
な
く
な
っ
て
み
る
と
、
家
に
一
人
で

も
多
く
の
家
族
が
そ
ろ
っ
て
い
ら
れ
る

だ
け
で
も
、
幸
せ
だ
っ
た
ん
だ
な
ぁ
…

と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
病
気
も
良
く
な
っ
た
祖
父

が
、
家
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
以
前
は

当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
生
活
に
戻

る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
ま
た
、
不
満
に
思
っ
て
い
た

こ
と
す
ら
、
今
は
楽
し
く
充
実
し
て
い

る
と
思
え
ま
す
。
い
つ
か
、
祖
母
の
病

気
も
良
く
な
っ
て
、
ま
た
家
族
み
ん
な

で
一
緒
に
暮
ら
せ
る
と
い
い
な
と
思
い

ま
す
。
祖
父
に
も
、
お
酒
と
上
手
く
つ

き
あ
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
う
し
、
最

近
は
私
も
上
手
く
自
分
の
し
た
い
こ
と

を
す
る
時
間
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
分
一
生
懸
命

祖
父
の
お
手
伝
い
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

普
段
は
当
た
り
前
に
思
っ
て
い
る

こ
と
、
嫌
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
も
、

失
っ
て
み
る
と
と
て
も
大
切
だ
と
気
づ

く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
は
、
実
際
に

当
た
り
前
に
思
っ
て
い
た
こ
と
、
不
満

に
感
じ
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
初
め
て
、
当
た
り
前
の
大
切
さ
に
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
も
っ

と
た
く
さ
ん
上
手
く
い
か
な
い
こ
と
や

悩
み
な
ど
が
増
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
そ
ん
な
時
こ
そ
、
祖
父
か
ら
学
ん

だ
「
当
た
り
前
の
大
切
さ
」
を
忘
れ
ず

に
、
一
日
一
日
を
過
ご
し
て
い
き
た
い

で
す
。

高
架
水
槽

シ
リ
ー
ズ
菊
池
遺
産
⑲

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
振
興
課　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

　

泗
水
町
富
の
原
に
あ
る
給
水
塔
は
、

花
房
飛
行
場
に
て
戦
中
、
戦
後
を
通

し
て
水
資
源
の
重
要
な
役
割
を
果
た

し
ま
し
た
。
構
造
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
で
３
段
構
成
柱
梁
に
な
っ

て
い
ま
す
。
全
高
13
．５
ｍ
、
横
幅
８
．

５
ｍ
で
、
下
層
部
は
壁
を
有
し
た
機

械
室
、
中
層
部
は
柱
の
み
、
上
層
部

は
水
槽
と
い
う
構
成
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
水
槽
部
の
中
心
に
は
芯

持
ち
円
柱
が
あ
り
、
力
学
的
に
も
有

効
な
構
造
を
し
て
い
ま
す
。

　

給
水
塔
の
最
上
部
に
は
、
１
９
４

５
年
５
月
13
日
空
襲
時
の
機
銃
弾
の

跡
が
、
え
ぐ
ら
れ
た
状
態
で
約
30
カ

所
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
悲
惨
な
戦

争
の
様
子
を
知
り
、
平
和
の
大
切
さ

を
伝
え
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館　

　

☎
０
９
６
８(

27)

０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り
　

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

季
期　間　12月13日（火）～平成24年１月15日（日）
写友さくら　　鶴長広志
　季節感のある風景写真を撮りました。個々の作品
の良いところを出したいと思っています。一度ご覧
ください。

第３回まちかど資料館企画展
菊池市内の墓碑・史跡碑の
拓本展
期　間　12月２日（金）
　　　　～平成24年3月25日（日）
　古くからある菊池市の貴重な
石碑を拓本にして展示していま
す。書は体を表し精神を映すと聞きます。歴史ある碑
文に込められた万感の想いを感じ取ってください。
年末年始の休館日
12月28日（水）～平成24年１月4月（水）

夫婦の手紙・絵手紙展の作品展
期　間　平成24年１月31日（火）まで　

　常設展では菊池にゆかりある人物、歴史の展示をしています。
また、平成24年度の展示室の受け付けもしていますのでお問い
合わせください。

開館時間　午前９時～午後５時30分
12月の休館日　30日（金）・31日（土）

わいふ一番館だより
問い合わせ先
わいふ一番館　☎0968（24）6630

◆
ふ
る
さ
と
樂
校

　

農
（
ア
グ
リ
）
×
業
（
ビ
ジ
ネ

ス
）
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
地
元
学
や

地
域
調
査
な
ど
の
実
践
的
な
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
新
し
い
ス
タ
イ

ル
の
学
び
の
場
を
提
供
す
る
取
り
組

み
を
水
源
地
区
で
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
計
３
回
行
わ
れ
る
「
ふ
る

さ
と
樂
校
」
で
は
、
各
分
野
で
活
躍

中
の
講
師
陣
を
迎
え
、
充
実
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
地

域
の
担
い
手
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
人
、
地
域
づ
く
り
の
情
報
や

実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
た
い
人

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
取
り
組

み
で
す
。

開
催
日
（
第
２
回
）

　
12
月
10
日
（
土
）
１
泊
２
日

参
加
費
（
宿
泊
費
・
保
険
込
み
）　

　
一
般  　
　
４
、
０
０
０
円 

 　
高
校
生　

 

２
、
０
０
０
円

※
講
座
聴
講
な
ど
部
分
参
加
も
可
能

※
第
３
回
は
２
月
４
日（
土
）に
開
催

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎0968（23）1155

菊池夢美術館情報

復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
借
り

主
が
故
意
や
過
失
に
よ
り
生
じ
た
汚

れ
や
傷
に
つ
い
て
は
当
然
回
復
費
用

を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

建
物
全
体
や
部
屋
全
体
の
費
用
を
負

担
す
べ
き
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

通
常
の
生
活
で
起
こ
る
家
具
の
設
置

に
よ
る
へ
こ
み
や
設
置
跡
な
ど
は
家

主
の
負
担
で
す
。

　

入
居
時
に
賃
貸
住
宅
標
準
契
約

書
に
加
え
、
例
外
と
し
て
通
常
損

耗
や
経
年
変
化
に
つ
い
て
も
賃
借
人

が
補
修
費
用
を
負
担
す
る
旨
の
特
別

の
契
約
（
特
約
）
が
付
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
最
高
裁
判
例
で
は
、

「
消
費
者
の
利
益
を
一
方
的
に
害
す

る
も
の
で
あ
り
無
効
」
と
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

家
主
・
借
家
人
の
双
方
が
「
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
つ
い
て
十
分
な
認
識

が
あ
れ
ば
ト
ラ
ブ
ル
の
多
く
は
避
け

ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
実
際
に
ト
ラ
ブ

ル
に
な
っ
た
場
合
は
「
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
基
に
し
た
話
し
合
い
に
な
り

ま
す
。

　

そ
れ
で
も
解
決
し
な
い
場
合
は
裁

判
所
の
調
停
や
少
額
訴
訟
と
い
う
制

度
が
あ
り
ま
す
。
実
際
ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ
た
場
合
は
ぜ
ひ
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「
は
い
！
こ
ち
ら
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
！
」
⑤

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
９
６
８
（
36
）
９
４
５
０

平
日
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
午
後
４
時　

商
工
観
光
課
入
り
口

　

今
月
は
賃
貸
住
宅
を
退
去
す
る
際

の
敷
金
返
還
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

賃
貸
の
戸
建
住
宅
、
ア
パ
ー
ト
や

マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
入
居
時
に
家
賃
の

数
カ
月
分
の
「
敷
金
」
を
預
け
る
こ

と
が
一
般
的
で
す
。
こ
の
敷
金
は
借

り
手
が
家
賃
支
払
い
を
怠
っ
た
り
、

部
屋
を
壊
し
た
り
な
ど
契
約
違
反
時

の
損
害
賠
償
の
担
保
と
し
て
預
け
入

れ
て
お
く
も
の
で
す
。
退
去
後
に
は

返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
退
居
時
に
「
原
状
回
復
」

を
名
目
に
多
額
の
費
用
を
計
上
さ
れ

敷
金
か
ら
差
し
引
か
れ
、
時
に
は
敷

金
を
超
え
る
多
額
の
費
用
を
請
求
さ

れ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
全
国
的
に
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

住
ん
で
い
れ
ば
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
・

ふ
す
ま
・
畳
・
壁
紙
な
ど
は
当
然
古

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
そ
の

費
用
は
、
借
主
が
支
払
っ
た
家
賃
か

ら
家
主
が
負
担
す
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
を
敷
金
か
ら
差
し
引
く
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
退
去
の
際
に
、

常
識
的
な
清
掃
は
行
う
べ
き
で
す
が
、

専
門
業
者
に
よ
る
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
も
家
主
が
負
担
す
る
の
が
妥
当

で
す
。

　

国
土
交
通
省
は
こ
う
し
た
ト
ラ

ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
「
原
状
回
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●入札 (開札 ) 日：10月 28日（金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（税込・円）

件　名 工事
場所 落札者

落札額（税込・円）
落札率 指名

業者数
事業
担当課予定価格（税込・円）

平成 22年度深川北古閑線舗装工事 西寺 ショウ・エイ㈱
19,306,350

98.7% 13 土木課
19,568,850

平成 22年度村田出田線舗装工事 村田 ㈱エクセレント・
工業

25,882,500
98.1% 11 土木課

26,387,550

平成 22年度北岸線舗装工事（一工区） 泗水町田島 ㈱トーカイ
15,960,000

97.9% 14 泗水総合支所
産業建設課16,306,500

平成 23年度緑道整備工事 泗水町豊水 ㈱吉安建設
17,172,750

98.4% 15 都市整備課
17,451,000

平成 23年度緑道植栽工事 泗水町豊水 ㈲生垣屋菊池支店
11,025,000

97.7% 5 都市整備課
11,282,250

●入札 ( 開札 ) 日：10月 12日（水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（税込・円）

件　名 工事
場所 落札者

落札額（税込・円）
落札率 指名

業者数
事業
担当課予定価格（税込・円）

平成 23年度迎町北宮線回遊道路整備工事 隈府 ㈱前川建設
31,762,500

98.0% 13 都市整備課
32,427,150

平成 22年度富納橋補修工事 泗水町富納 ㈱吉安建設
17,482,500

98.0% 17 土木課
17,835,300

平成 22年度第二高田橋補修工事 七城町高田 ㈱緒方建設
19,635,000

98.4% 17 土木課
19,959,450

平成 22年度高宮橋補修工事 下河原 ㈱前川建設
10,794,000

97.8% 17 土木課
11,036,550

平成 22年度袈裟尾堀切線舗装工事 袈裟尾 世紀建設㈱
15,330,000

98.2% 13 土木課
15,613,500

平成 22年度甲佐町清水線舗装工事 七城町清水 ㈱七城建設
14,910,000

98.3% 16 七城総合支所
産業建設課15,172,500

平成 22年度間伐等森林整備促進対策事業作業
道藤波線開設工事 龍門 志築建設㈲

19,215,000
98.5% 12 農林振興課

19,513,200

平成 23年度戸城渡打線改良工事 原 ㈲菊水建設
18,039,000

98.9% 12 土木課
18,238,500

平成 23年度西寺区配水管布設替工事 (1工区 ) 西寺 ㈲木野設備
19,518,450

96.7% 11 水道局
20,192,550

●入札(開札)日：10月20日（木）　条件付一般競争入札　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（税込・円）

件　名 工事
場所 落札者

落札額（税込・円）
落札率 指名

業者数
事業
担当課予定価格（税込・円）

平成 23年度富の原地区マンホール
ポンプ設置工事 泗水町吉富 泰明電機㈱

17,346,735
70.0% 6 下水道課

24,781,050

●入札 ( 開札 ) 日：9月 29日（木）　条件付一般競争入札　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（税込・円）

件　名 工事
場所 落札者

落札額（税込・円）
落札率 指名

業者数
事業
担当課予定価格（税込・円）

平成 23年度四季の里旭志空調設備改修工事 旭志麓 熊本設備㈱
菊池営業所

22,948,170
70.0% 10 商工観光課

32,783,100

問い合わせ先に各課の直通番号を
記載しています。
各総合支所の問い合わせはこちらです。
七城総合支所　☎0968（25）1000
旭志総合支所　☎0968（37）3111
泗水総合支所　☎0968（38）2112

お
知
ら
せ

浄
化
槽
を
ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ

里
親
制
度

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）

浄
化
槽
は
維
持
管
理
が
大
切
で
す

　
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し

て
汚
水
を
処
理
す
る
装
置
な
の
で
、
微
生

物
が
働
き
や
す
い
環
境
を
保
つ
た
め
の
維

持
管
理
が
大
切
で
す
。
浄
化
槽
の
維
持
管

理
は
保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
と
い

う
３
つ
の
柱
で
成
り
、
浄
化
槽
法
で
そ
れ

ぞ
れ
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
管
理
者
の
３
つ
の
義
務

① 

保
守
点
検　
浄
化
槽
の
い
ろ
い
ろ
な
装

置
や
機
器
を
点
検
、
調
整
・
修
理
、
消

毒
剤
の
補
給
な
ど
を
行
い
、
異
常
や
故

障
を
予
防
し
ま
す
。

②
清
掃　
浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
な

　
ど
の
抜
き
取
り
・
調
整
、
機
器
類
の
洗

　
浄
な
ど
を
行
い
ま
す
。

③
法
定
検
査　
浄
化
槽
が
適
正
に
維
持
さ

　

 

れ
て
い
る
か
、
放
流
さ
れ
た
処
理
水
が

法
令
に
基
づ
く
水
質
基
準
を
満
た
し
て

い
る
か
、
毎
年
１
回
県
の
指
定
検
査
機

関
が
検
査
し
ま
す
。

　
大
切
な
海
や
川
を
汚
さ
な
い
た
め
に
、

浄
化
槽
の
健
康
診
断
が
必
要
で
す
。
年
に

１
度
、
必
ず
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
法
定
検
査
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い

人
に
は
、
菊
池
保
健
所
か
ら
受
検
に
つ
い

て
の
文
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

浄
化
槽
に
関
す
る
届
出
を
お
忘
れ
な
く

①
浄
化
槽
を
設
置
す
る
時

　
「
浄
化
槽
設
置
届
出
書
」

②
浄
化
槽
を
使
い
始
め
た
時

　
「
浄
化
槽
使
用
開
始
報
告
書
」

③
浄
化
槽
の
構
造
や
規
模
を
変
更
し
た
時

　
「
浄
化
槽
変
更
届
出
書
」

④
公
共
下
水
道
な
ど
の
利
用
で
浄
化
槽
を

　
廃
止
し
た
時

　
「
浄
化
槽
廃
止
届
出
書
」

　
（
廃
止
か
ら
30
日
以
内
）

⑤
浄
化
槽
管
理
者
を
変
更
し
た
時

　
「
浄
化
槽
管
理
者
変
更
報
告
書
」

　
（
変
更
か
ら
30
日
以
内
）

問
い
合
わ
せ
先

・
菊
池
保
健
所
衛
生
環
境
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
４
１
３
５

・
下
水
道
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
４

　
里
親
制
度
は
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
い

て
里
親
登
録
を
さ
れ
た
人
に
、
子
ど
も
の

養
育
を
お
願
い
す
る
制
度
で
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
に
よ
り
、
自
分
の
家
庭
で
生
活

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
子
ど
も
た

ち
は
、
家
庭
の
温
も
り
を
求
め
て
里
親
と

の
出
会
い
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。
里
親

に
な
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
児
童

相
談
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
中
央
児
童
相
談
所

　
☎
０
９
６
（
３
８
１
）
４
４
５
１

　
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い

た
が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な

い
人
を
探
し
て
い
ま
す
。
以
前
、
林
業
の

仕
事
を
し
て
い
た
が
、
林
退
共
へ
加
入
し

て
い
た
か
分
か
ら
な
い
人
に
つ
い
て
も
調

べ
ま
す
。
ま
た
、
罹
災
し
た
共
済
契
約
者

お
よ
び
被
共
済
者
に
対
し
、
各
種
手
続

（
共
済
手
帳
の
紛
失
、退
職
金
の
請
求
な

ど
）の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、
で
き
る

限
り
速
や
か
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
支
部
ま
た
は
本
部

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
０
３
（
５
４
０
０
）
４
３
３
４

介護予防ミニ講座
高齢者の食生活シリーズ②
しっかり食べて、すこやかに
　いつまでも元気に暮らしていくためには、
食生活が大きく影響してきます。「年を
とったら粗食が一番」といった考えや思い
込みは危険です。
　さまざまな食品を取り入れることが、寝
たきり予防につながります。
　食生活のポイントは「たくさん」より
「まんべんなく」食品を取ることです。次
の10食品群をまんべんなく食べて、バラン
スの良い食生活を送りましょう。
①肉類、②魚介類、③油脂類、④卵、
⑤海藻類、⑥乳製品、⑦大豆や大豆製品
⑧緑黄色野菜、⑨イモ類、⑩果物類

　みなさんの食生活はどうですか？毎日の食
事をチェックしてみましょう！
問い合わせ先　生きがい推進課包括支援係
　　　　　　　☎0968（25）7216

※落札額が10,000,000円以上のものを掲載しています。
※ その他の入札結果は、菊池市ホームページおよび菊池市役所総務課で閲覧できます。公共事業入札の公表

12月の「税」の納期限
12月26日（月）

問い合わせ先
税務課市民税係　☎ 0968（25）7206

●市県民税第４期
●国民健康保険税第６期
※口座振替を利用している人は、12 
　月26 日（月）に振替を行いますの
　で、残高の確認をお願いします。
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菊
池
市
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
育
成

ゆ
う
り
基
金
補
助
金
交
付
制
度

放
送
大
学
４
月
生
募
集

菊
池
市
健
康
づ
く
り
教
室
「
い
き
い

き
養
生
塾
」
第
４
期
生
参
加
者
募
集

友
好
都
市
・
岩
手
県
遠
野
市
へ
の

市
民
交
流
団
員
募
集

農
地
相
談
を
実
施
し
ま
す

こ
こ
ろ
の
相
談

多
重
債
務
無
料
相
談
会

多
重
債
務
者
生
活
再
生
を
支
援
し
ま
す

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す

各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎0968（25）1000
旭志総合支所　☎0968（37）3111
泗水総合支所　☎0968（38）2112

金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
講
師
）

を
派
遣
し
ま
す

乳
幼
児
健
診
の
日
程
変
更

　
地
域
や
学
校
で
開
催
さ
れ
る
学
習
会
・

講
演
会
へ
消
費
者
教
育
を
行
う
金
融
広
報

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
講
師
）
を
派
遣
し
て
い

ま
す
。
悪
質
商
法
・
生
活
設
計
・
年
金
な

ど
の
テ
ー
マ
、
開
催
場
所
、
時
間
に
つ
い

て
、
要
望
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
熊
本
県
金
融
広
報
委
員

会
（
消
費
生
活
課
内
）

　
☎
０
９
６
（
３
８
３
）
２
３
２
３

　
乳
幼
児
健
診
の
日
程
・
場
所
が
次
の
と

お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
11

月
に
通
知
し
て
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
１
歳
６
か
月
児
健
診

・
対
象
児　
旭
志
地
区
の
平
成
22
年
３
月

　
〜
５
月
生
ま
れ

・
と　
き　
12
月
８
日
（
木
）

　
　
受
付　
午
後
１
時
10
分

　
　
　
　
　
〜
午
後
１
時
30
分　

・
と
こ
ろ　
泗
水
総
合
支
所

◆
３
歳
児
健
診

・
対
象
児

　
泗
水
地
区
の
平
成
20
年
７
月
生
ま
れ

・
と　
き　
12
月
16
日
（
金
）

　
　
受
付　

 

午
後
１
時
10
分

　
　
　
　
　
〜
午
後
１
時
30
分　

・
と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
推
進
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
９

　

こ
の
基
金
は
、
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の

不ふ
ど
う動
裕ゆ

う
り理
さ
ん
か
ら
頂
い
た
寄
付
を
基
に

「
ゆ
う
り
基
金
」
と
し
て
創
設
し
ま
し
た
。

本
市
に
お
け
る
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
育

成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

交
付
対
象
・
金
額

① 

本
市
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
、
会
員

10
人
以
上
で
、
年
間
を
通
じ
て
活
動
し

て
い
る
団
体
へ
の
補
助
金
。
（
学
校
部

活
動
は
除
く
）
１
０
、
０
０
０
円
（
年

額
）

② 
本
市
の
小
中
学
生
を
対
象
に
行
う
ス

ポ
ー
ツ
講
習
会
な
ど
の
講
師
謝
礼
に
対

す
る
補
助
金
。

　
３
０
、
０
０
０
円
以
内
（
年
間
１
回
）

③ 

そ
の
他
教
育
委
員
会
が
特
に
必
要
と
認

め
る
事
業
に
対
す
る
補
助
金
。

　
３
０
、
０
０
０
円
以
内
（
１
事
業
）

必
要
書
類

・ 

菊
池
市
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
育
成
ゆ
う

り
基
金
補
助
金
申
請
書

・
会
員
お
よ
び
指
導
者
名
簿

・
団
体
の
予
算
書

・
年
間
の
事
業
計
画
書

・ 

そ
の
他
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る

も
の

　
ま
た
交
付
決
定
後
、
決
算
時
に
報
告
書

な
ど
の
書
類
提
出
が
必
要
で
す
。

※ 

不
動
裕
理
さ
ん　
19
歳
で
プ
ロ
テ
ス
ト

に
合
格
し
、
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
戦
で
初
優

勝
。
平
成
12
年
〜
17
年
の
６
年
連
続
賞

金
女
王
。
今
年
、
日
本
女
子
ツ
ア
ー
通

算
50
勝
を
達
成
。

問
い
合
わ
せ
先　
社
会
体
育
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
４

　
子
育
て
、
家
族
の
こ
と
、
仕
事
の
こ
と

や
体
の
こ
と
な
ど
、
悩
み
を
一
人
で
抱
え

込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
一
人
で
悩
ま
ず
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
臨
床

心
理
士
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
が
相
談
を
受

け
ま
す
。

　
な
お
予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ご
希
望
の
相
談
日
程
な
ど

を
伺
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
３

　
借
金
問
題
で
お
悩
み
の
人
に
対
し
、
相

談
員
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
が
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。
経
営
指
導
員
に
よ
る
事
業

者
向
け
の
相
談
や
臨
床
心
理
士
に
よ
る
心

の
健
康
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。
一
人
で

悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

と　
き　
12
月
19
日
（
月
）

　
受
付　
午
後
０
時
30
分

　
　
　
　
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　
八
代
市
役
所
５
階
大
会
議
室

※
で
き
る
だ
け
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
（
３
８
３
）
０
９
９
９

と　
き　
12
月
19
日
（
月
）

　
　
　
　

〜
12
月
22
日
（
木
） 　
　
　

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
徴
税
課

※
各
総
合
支
所
で
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　
徴
税
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
８

　
多
重
債
務
者
の
問
題
は
、
家
庭
崩
壊
、

犯
罪
や
自
殺
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、

深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
熊

本
県
で
は
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
活
協
同

組
合
く
ま
も
と
に
委
託
し
、
面
談
に
よ
る

家
計
診
断
・
生
活
指
導
や
、
債
務
整
理
後

の
生
活
再
生
中
に
発
生
し
た
臨
時
的
な
生

活
資
金
に
対
す
る
貸
し
付
け
な
ど
、
債
務

整
理
か
ら
生
活
再
生
ま
で
一
貫
し
た
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
借
金
問
題
は
必
ず
解
決
で
き
ま
す
。
ま

ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
活
再
生
相
談
室

　
☎
０
９
６
（
２
４
３
）
２
１
０
０

　
農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
、
転
用
な
ど

に
つ
い
て
の
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談

は
農
業
委
員
お
よ
び
農
業
委
員
会
事
務
局

職
員
が
対
応
し
ま
す
。
農
地
に
関
す
る
ど

ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
11
月
に
市
内
を
４

つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
目
的
は
、
無

断
転
用
の
早
期
発
見
や
防
止
、
特
に
耕
作

放
棄
地
の
把
握
を
目
的
と
し
た
も
の
で
し

た
。
ご
み
の
不
法
投
棄
な
ど
は
環
境
に
さ

ま
ざ
ま
な
悪
影
響
を
与
え
ま
す
の
で
、
農

地
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

相
談
日

◆
七
城
総
合
支
所　
12
月
２
日
（
金
）

　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

◆
本
庁
農
業
委
員
会　
12
月
６
日
（
火
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

※
旭
志
・
泗
水
地
区
は
11
月
末
に
実
施
し

　
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
農
業
委
員
会

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
５

　
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
の
健
康

づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
実
際
に
体

を
動
か
し
て
体
験
す
る
教
室
で
す
。
運
動

を
通
じ
て
楽
し
く
健
康
づ
く
り
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

と
き
・
内
容

　
別
表
の
と
お
り　
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ　
菊
池
養
生
園

募
集
対
象　
本
市
在
住
の
人
（
病
気
療
養

中
の
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

定　
員　
30
人

参
加
料　
１
、
３
０
０
円
（
２
回
分
の
食

事
代
２
２
０
円
、
試
食
代
80
円
、
血
液
検

査
料
１
、
０
０
０
円
）

※ 

歩
数
計
を
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
お

持
ち
で
な
い
人
は
養
生
園
で
も
購
入
で

き
ま
す
。

申
込
期
限　
平
成
24
年
１
月
10
日
（
火
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
方
法　
各
窓
口
の
申
請
書
に
記
入
し

て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

・
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
８

　
各
総
合
支
所
民
生
課
衛
生
福
祉
係

・
菊
池
養
生
園

　
☎
０
９
６
８
（
38
）
２
８
２
０

　
民
話
の
里
・
岩
手
県
遠
野
市
へ
の
市
民

交
流
団
員
を
募
集
し
ま
す
。
受
け
継
が
れ

る
昔
話
語
り
、
市
民
手
づ
く
り
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
「
遠
野
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
鑑
劇
の

ほ
か
、
遠
野
市
の
各
種
グ
ル
ー
プ
と
の
意

見
交
換
会
な
ど
市
民
レ
ベ
ル
で
の
心
温
ま

る
交
流
を
行
い
ま
す
。

と　
き

　
平
成
24
年
２
月
25
日（
土
）〜
27
日（
月
）

　
２
泊
３
日

募
集
人
数　
10
人
（
10
人
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
）　

参
加
費　
約
５
０
、
０
０
０
円

応
募
資
格　
菊
池
都
市
間
交
流
の
会
に
入

会
し
、
会
員
と
し
て
遠
野
市
な
ど
姉
妹
・

友
好
都
市
と
の
相
互
交
流
や
地
域
の
歴

史
・
文
化
を
学
ぶ
こ
と
に
意
欲
の
あ
る
人
。

応
募
方
法　
応
募
票
の
提
出
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
12
月
28
日
（
水
）
必
着

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先　
菊
池
都
市
間
交

流
の
会
事
務
局
（
国
際
交
流
課
内
） 　

 

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
５
２

　
平
成
24
年
度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
中
で
す
。
放
送
大
学
は
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放
送
を
通
し
て
学
ぶ

遠
隔
教
育
の
大
学
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

Ｃ
Ｓ
放
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に
加

え
て
、
今
年
度
10
月
１
日
か
ら
Ｂ
Ｓ
デ
ジ

タ
ル
放
送
で
授
業
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

出
願
期
限　
平
成
24
年
２
月
29
日
（
水
）

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
（
３
４
１
）
０
８
６
０

遠野どべっこ祭り

申
請

相
談

募
集

別表
とき（平成24 年） 内容 ( 体験・学習 )
１月17日（火） 開講式、体力測定、血液検査 ( 検査後軽食あり )
１月25日（水） しなやかな筋肉を作るストレッチと

今日からはじめる筋トレ
２月1日（水） わくわくエアロビクス
２月7日（火） ドンドン血糖や脂肪が燃える、

健康づくりの速歩に挑戦
２月15日（水） ドンドン歩こう！ 100キロカロリー消費に挑戦
２月22日（水） 貯筋にお勧め、筋力トレーニング
２月29日（水） 家でやれる！おすすめのステップ運動
３月7日（水） 家でできるながら運動
３月14日（水） 楽しく運動しましょう！運動の効果を確かめよう !!
３月22日（木） 閉講式、体力測定、10 週間の運動効果の確認
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市
民
の
広
場

　

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
皆
さ
ん
が
知
ら
せ
た

い
と
思
う
情
報
を
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ひ

と
つ
の
投
稿
に
つ
き
、
17
行
×
18
文
字
ま
で

掲
載
で
き
ま
す
。
投
稿
は
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
が
、
編
集
の
都
合
上
、
掲
載
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
市
長
公
室
広
報
広
聴
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
０

参
加
料　
無
料

表　
彰　
優
勝
、
準
優
勝
、
３
位
ま
で
賞

品
有
り
。
参
加
賞
も
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　
12
月
22
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
教
育
委
員
会
旭
志
分
室
教
育
課

　
☎
０
９
６
８
（
37
）
３
１
１
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
８
（
23
）
３
０
７
７

　
生
活
排
水
処
理
施
設
（
公
共
下
水
道
、

農
業
集
落
排
水
お
よ
び
合
併
処
理
浄
化

槽
）
の
運
営
に
係
る
使
用
料
や
負
担
金
な

ど
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
伺
う
た
め
、
菊
池
市
生
活

排
水
処
理
施
設
運
営
協
議
会
を
設
置
し
ま

す
。
こ
の
協
議
会
の
委
員
と
し
て
会
議
に

参
加
し
て
も
ら
え
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　
４
人
程
度

応
募
資
格

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

・
本
市
内
在
住
の
人

・ 

年
数
回
開
催
さ
れ
る
会
議
に
継
続
し
て

出
席
で
き
る
人

・ 

応
募
締
切
日
時
点
で
満
20
歳
以
上
の
人

任　
期　
　
３
年

応
募
締
切
日　
12
月
27
日
（
火
）

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

選
考
方
法

　
提
出
さ
れ
た
書
類
の
内
容
や
地
域
性
の

バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
慮
し
、
選
考
会
に
て

選
考
し
ま
す
。
応
募
者
に
は
平
成
24
年
１

月
下
旬
頃
に
選
考
の
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

な
お
、
提
出
い
た
だ
い
た
応
募
用
紙
は
返

却
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
F
A
X
、
郵

送
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
用
紙
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
が
、
菊
池
市
浄
水
セ
ン
タ
ー
、
本
庁

建
設
部
（
第
３
庁
舎
）
お
よ
び
各
総
合
支

所
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

提
出
先

　
〒
８
６
１

－

１
３
１
１

　
菊
池
市
赤
星
１
８
１
８　
菊
池
市
浄
水

セ
ン
タ
ー
内
建
設
部
下
水
道
課
担
当

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
８
（
24
）
０
８
４
１

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

gesui@
city.kikuchi.lg.jp

問
い
合
わ
せ
先　
下
水
道
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
４　

　
地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

認
知
症
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
申
込
不
要
で
す
。

と　
き　
12
月
20
日
（
火
）

　
午
後
２
時
か
ら
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
福
祉
会
館

※ 

講
座
修
了
者
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
証
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
差

し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
生
き
が
い
推
進
課
包
括
支
援
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
６

　
幼
・
保
・
小
・
中
学
生
な
ら
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
平
成
24
年
１
月
５
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
９
時
開
会

と
こ
ろ　
旭
志
公
民
館

　
　
　
　
（
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　
自
衛
隊
熊
本
地

方
協
力
本
部
菊
池
分
駐
所

　
☎
０
９
６
８
（
24
）
２
７
７
２

　
恒
例
の
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と　
き　
平
成
24
年
１
月
１
日（
日・祝
）

　
受
付　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
10
時

と
こ
ろ　
旭
志
総
合
支
所
駐
車
場

参
加
資
格　
原
則
と
し
て
市
内
在
住
の
人

コ
ー
ス　
３
㎞
、
７
㎞

参
加
料　
子
ど
も
１
０
０
円
（
中
学
生
以

下
）
、
大
人
２
０
０
円
（
高
校
・
一
般
）

申
込
方
法　
当
日
、
受
付
会
場
で
受
付
時

間
内
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

表　
彰　
各
コ
ー
ス
上
位
３
位
ま
で
表
彰

　
　
　
　
（
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
有
り
）

そ
の
他　
本
大
会
中
に
お
け
る
不
慮
の
事

故
な
ど
は
、
１
日
保
険
の
範
囲
ま
で
と
し
、

そ
れ
以
外
は
全
て
本
人
の
責
任
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
社
会
体
育
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
４

　

中
町
団
地（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
）に

２
戸
空
き
部
屋
が
生
じ
ま
し
た
の
で
入
居

希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

規　
格　

　
中
層
耐
火
５
階
建
て
（
４
L
D
K
）

募
集
戸
数　
２
戸

家　
賃　
５
５
、
０
０
０
円

受
付
期
間　
12
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　
　
〜
12
月
９
日
（
金
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
必
着

※
期
日
厳
守

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

申
込
資
格

　
次
の
項
目
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

・ 

持
家
が
な
く
居
住
す
る
た
め
の
住
居
に

困
っ
て
い
る
こ
と
。

・ 

同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
（
婚
約
者
な
ど

も
含
む
）
※
単
身
入
居
不
可

・ 

世
帯
の
合
計
月
額
所
得
が
15
万
８
千
円

以
上
48
万
７
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

※ 

月
額
所
得
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
は
、

収
入
や
家
族
構
成
を
基
に
計
算
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

・ 

入
居
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う
と
し

て
い
る
親
族
な
ど
が
暴
力
団
員
で
な
い

こ
と
。

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

・
入
居
申
込
書

・
住
宅
状
況
申
告
書

・ 

住
民
票
謄
本
ま
た
は
戸
籍
謄
本
（
同
居

予
定
者
全
員
が
記
載
さ
れ
、
続
柄
が
わ

か
る
も
の
）

・ 
平
成
23
年
度
市
県
民
税
課
税
台
帳
記
載

事
項
証
明
書
（
18
歳
以
上
の
同
居
予
定

者
全
員
分
そ
れ
ぞ
れ
必
要
）

・ 

未
納
が
な
い
証
明
書
（
18
歳
以
上
の
同

居
予
定
者
全
員
分
そ
れ
ぞ
れ
必
要
）

・ 

そ
の
他
証
明
書
（
婚
約
証
明
書
、
障
害

者
手
帳
の
写
し
な
ど
）

そ
の
他

・ 

申
込
書
そ
の
他
書
類
な
ど
に
虚
偽
の
申

告
が
あ
っ
た
場
合
、
入
居
申
し
込
み
は

無
効
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

・ 

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
で
入
居
者

を
決
定
し
ま
す
。
（
期
日
に
つ
い
て
は

後
日
連
絡
し
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
都
市
整
備
課
住
宅
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
３

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

　
誰
に
も
話
せ
ず
に
心
の
中
に
閉
ま
っ
て

い
る
も
の
を
引
き
出
し
、
心
を
軽
く
、
楽

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

と　
き　
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　
　
※
12
月
は
９
日
と
16
日

　
　
　
　
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

と
こ
ろ　
泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　
桐き

り

原は
ら

（
女
性
）

※
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話

　
は
午
後
７
時
以
降
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　
イ
イ
ダ

　
☎
０
９
０
（
６
２
９
１
）
７
２
０
９

各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎0968（25）1000
旭志総合支所　☎0968（37）3111
泗水総合支所　☎0968（38）2112

自
衛
官
募
集

菊
池
市
生
活
排
水
処
理
施
設
運
営

協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

第
20
回
子
ど
も
囲
碁
・
将
棋
大
会

参
加
者
募
集

第
40
回
旭
志
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
大
募
集

市
営
中
町
団
地
（
特
公
賃
）

入
居
者
募
集
！

講
演
・
講
習

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認知症サポーターの証「オレンジリング」

募集種目 受付期限 試験日 受験資格

高等工科
学校生徒
（ 推薦 ）

12月16日
（金）

平成24年１月７日（土）
～１月９日 ( 月 ) 

までの間の指定する１日
中卒（見込含）
16歳未満の者

高等工科
学校生徒

平成24年
１月６日
（金）

１次：平成24年
１月14日（土）

　
２次：平成24年
１月28日（土）

　　～１月31日（火）

中卒（見込含）
17歳未満の者
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　約 3万本のろうそくの明かりで巨大な地上絵
を創り出す万華灯。10回目を迎える今回はクリ
スマスイブイブに菊池公園多目的グラウンドに場
所を移して開催します。
　東日本大震災を経験し、改めて全国で見直され
ている「絆」にちなんで「あなたと」をテーマに
実施します。多くの人でにぎわう参加型イベント
に、「着火マン」を持ってお越しください。
ところ　菊池公園多目的グラウンド
その他
　ボランティアで万華灯作成に協力していただけ
る人は、午前９時に菊池公園多目的グラウンドに
お集まりください。協力していただく内容は、下
絵制作、ろうそくなどの設置になります。
問い合わせ先　菊池観光協会
　☎0968（25）0513
　☎ 090（3191）4391（梅

う め だ

田雄
ゆ う じ

二）

12月４日
（日）

矢野医院 (外・内・胃・放 ) 菊陽町 096（232）5266

牧診療所 (消・内 ) 菊池市 0968（25）2317
森本整形外科医院
(整・リハ・形・リウ ) 合志市 096（242）2231

岸眼科 ( 眼 ) 菊池市 0968（38）0075

熊本セントラル病院（歯） 大津町 096（293）0555

深川調剤薬局 菊池市 0968（25）5466

西本真生堂薬局泗水店 菊池市 0968（38）7031

12月11日
（日）

てらしま小児科医院（小・内） 菊陽町 096（232）5151

赤星医院（内・皮・呼） 菊池市 0968（25）2738

田中医院（内・胃･外） 菊池市 0968（38）7070

木庭耳鼻咽喉科医院（ア・耳） 菊池市 0968（24）2551

橋本歯科医院 菊池市 0968（38）6018

愛薬局 菊池市 0968（24）2619

ノムラ薬局泗水店 菊池市 0968（38）7088

12月18日
（日）

古荘医院（内・小） 菊池市 0968（25）2048

旭志石田医院（内・リハ） 菊池市 0968（37）2037

須屋クリニック（外・胃・整） 合志市 096（344）4833
菊陽レディースクリニック
（産・婦） 菊陽町 096（213）5656

増永歯科医院 菊池市 0968（25）2285

12月23日
（祝）

古賀医院 (内・小・循 ) 菊池市 0968（38）2222
ひかりケ丘眼科・内科医院
（眼・神内・内） 合志市 096（348）6305

岩根胃腸科外科医院（胃・外・消） 菊池市 0968（25）4230

松岡耳鼻咽喉科医院（耳・ア） 菊陽町 096（232）5011

12月25日
（日）

みやの小児科（小・内） 合志市 096（248）5800

本多内科胃腸科医院（内・胃・消・呼・循）菊陽町 096（232）2021

川口病院（外・整・内） 菊池市 0968（25）2230

いのうえ眼科（眼） 合志市 096（344）1311

片山歯科医院 大津町 096（293）0864

フラワー薬局 菊池市 0968（23）1330

１月８日
（日）

菊池こどもクリニック（小） 菊池市 0968（25）1164

合志第一病院（内） 合志市 096（242）2745
光の森脳神経外科内科
（脳外・神内・内・放） 菊陽町 096（232）7711

いしはら皮ふ科クリニック（皮） 大津町 096（293）3003

もみじ歯科医院 菊池市 0968（23）6800

１月９日
（月・祝）

古川医院（内・小・外・耳） 菊陽町 096（232）1566

隈部医院（内・消・胃・呼・放） 菊池市 0968（25）2851

岸病院（外・整・麻・内・呼・循） 菊池市 0968（38）2750

むさし眼科クリニック（眼） 合志市 096（248）6390

西本真生堂薬局泗水店 菊池市 0968（38）7031

休日在宅当番医
※ 休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の
医療機関は、地域救急医療情報センター（菊池広域連合消防
本部）☎096（232）9331に問い合わせてください。

第10回きくちの灯り万華灯
と　き　12月23日（金・祝）　午後５時点火

※悪天候の場合は順延します。

　有
うどう
働　太

たいち
智くん

（1歳 ○泗　桜山二）
  父：淳一さん　母：順子さん

お
姉
ち
ゃ
ん
大
好
き
♡

Ｈ22年
12月23日
生まれ

　山
やまもと
本　龍

りゅうのすけ
之介くん

（2歳 ○菊　西迫間）
  父：伸一さん　母：育美さん

ア
ン
パ
ン
チ
〜　

今
の
と
こ
ろ
元
気
で

や
っ
て
ま
す

Ｈ21年
12月28日
生まれ

　上
うえむら
村　文

ふ み
実ちゃん

（1歳 ○菊　高野瀬）
  父：大輔さん　母：知江さん

お
て
ん
ば
娘
だ
け
ど
、

じ
ー
じ
、ば
ー
ば　

よ
ろ
し
く
ね
。

Ｈ22年
12月24日
生まれ　坂

さかもと
本　球

きゅう
くん

（2歳 ○菊　西正観寺）
  父：拡憲さん　母：美和さん

保
育
園
行
き
は
じ

め
た
よ
！
泣
か
な

い
ゾ
〜

Ｈ21年
12月4日
生まれ

　吉
き ら
良　光

こうせい
世くん

（3歳 ○七　雇用促進住宅）
  父：達洋さん　母：房江さん

大
き
く
な
っ
た
ら
、ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
に
な
る

ぞ
ー
！！

Ｈ20年
12月3日
生まれ

　池
いけだ
田　理

り こ
来ちゃん

（3歳 ○菊　花房台）
  父：雄一郎さん　母：裕美さん

悠
人
兄
ち
ゃ
ん
大
す

き
！

Ｈ20年
12月3日
生まれ

　髙
たかえ
江　拓

たくと
斗くん

（3歳 ○泗　永）
  父：隆広さん　母：美雪さん

お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た

よ
。奏
ち
ゃ
ん
大
好
き

♪

Ｈ20年
12月29日
生まれ

　有
うどう
働　朋

ともか
加ちゃん

（1歳 ○菊　袈裟尾）
  父：信次郎さん　母：和美さん

ま
み
ね
え
ね
♡
い
つ

も
あ
そ
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
！

Ｈ22年
12月17日
生まれ

　角
かくだ
田　耕

こうへい
平くん

（２歳 ○菊　七坪）
  父：友和さん　母：里奈さん

お
う
た
と
ダ
ン
ス
が

大
好
き
で
す
！

Ｈ20年
12月8日
生まれ

　小
こずみ
澄　咲

さ や
弥ちゃん

（2歳 ○泗　富の原中央）
  父：秀之さん　母：俊美さん

Ｈ21年
12月9日
生まれ

い
つ
も
遊
ん
で
く
れ
る

翼
に
ぃ
に
が
、だ
ー
い

好
き

　飯
いいほし
星　虹

に こ
心ちゃん

（2歳 ○旭　新明団地）
  父：忠さん　母：美由紀さん

Ｈ21年
12月15日
生まれ

好
物
は
モ
ズ
ク
と
枝
豆

デ
ス
☆

　上
うえの
野　帆

ほ の か
乃珂ちゃん

（2歳 ○菊　亘）
  父：佑樹さん　母：美嘉さん

Ｈ21年
12月22日
生まれ

パ
パ
と
の
お
風
呂
が

だ
〜
い
す
き
♡

　木
きやま
山　遥

はると
斗くん

（3歳 ○泗　朝日団地）
  父：昇三さん　母：和代さん

Ｈ20年
12月7日
生まれ

莉
玖
☆
大
好
き
！！

早
く
遊
ぼ
う
ね
。

ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？
ハッピー・バースデーでは、平成24年３月までに誕生日を迎える３歳までの子どもの写真を募集しています。
対 象 者 　平成24年３月までに誕生日を迎える３歳までの子ども
申込期限　誕生月の前月５日※５日が休日の場合は前日。
募集人数　先着24人（毎月）
申込方法　写真にコメントを添えて、市長公室または各総合支所の広報担当まで申し込んでください
　　　　　（写真は後日持参でも可）。

私たちは 双 子

　三
みかわ
川　恵

え み
実ちゃん

（1歳 ○菊　亘）
  父：義彦さん　母：美江さん

　三
みかわ
川　莉

り み
実ちゃん

（1歳 ○菊　亘）

①
翔
夢
に
い
ち
ゃ
ん
、遊
ん
で
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。②
私
た
ち
双
子
、只
今
菊
池
探
索
中
、見

か
け
た
ら
声
か
け
て
下
さ
い
。

Ｈ22年
12月19日
生まれ

昨年の万華灯
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